
な
す
か
ら
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

那須烏山市教育委員会生涯学習課

那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

なすからガイドブック
「なすからサロンで地域を見つめ 地域に学び 地域を再発見」

令和４年度地方創生に向けて“がんばる地域”応援事業

観光産業 歴史

自然

文化 
・民俗





11なすからガイドブック

ごあいさつ
　那須烏山市は栃木県東部に位置し、八溝山系や喜連川丘陵に囲まれ、那珂川水系の豊かな清流が数多
くみられる自然豊かな街です。460余年の伝統を誇る烏山の山あげ行事や近代化遺産、今も語り継がれ
る民話をはじめ、歴史と文化が息づく街でもあります。
　稔り豊かな大地と豊かな水により、縄文の時代から人々はこの地に暮らし、東山道が通る交通の要所
でもありました。那珂川は漁猟だけでなく東北地方と江戸を結ぶ物流の要でもありました。那須烏山市
には、山あげ行事以外にも、獅子舞や神楽なども多くの地域で受け継がれてきました。烏山城のほかに
も森田や稲積、志鳥など多くの山城跡が残っています。古墳や駅家跡、館跡などの史跡も多数残ってい
ます。このように那須烏山市は、どの地区であっても歴史と文化が息づく街なのです。
　那須烏山市では公民館講座や那須烏山ジオパーク構想教室などで、地域の自然や歴史、民俗、産業な
どを題材とした講座や見学会、観察会を数多く開催しています。特に烏山公民館の「なすからサロン」
では、それぞれの分野の研究者、専門家を講師としたレベルの高い講座を開催しています。那須烏山市
をもっと知る、那須烏山市への愛着をもっと深める、那須烏山市を自慢することができるようになるな
どを目指した講座です。この「なすからガイドブック」は、「なすからサロン」での講座内容を各講師
にお願いしてまとめたものです。
　脈々と受け継がれてきた豊かな自然や歴史、文化を深く知ることで、地元への愛着を深めるとともに、
これらを継承していくことの重要性に気づいていただければと思います。また、子どもたちが夢や誇り
の持てる街づくりにつながっていければと思います。
　「なすからガイドブック」の製作や公民館講座「なすからサロン」は、「なすからサロンで地域を見つ
め 地域に学び 地域を再発見」として、「令和４年度地方創生に向けて“がんばる地域”応援事業」の
助成を受けたものです。関係各所の皆様、執筆いただいた講師の皆様に、厚く御礼申し上げます。

那須烏山市教育委員会　教育長　 田代和義
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Ⅰ　なすから地域自慢アンケート
　なすから地域で自慢となるものは何かをアンケート調査した。アンケートは、市内の小学校、中学校、高等学校
のご協力を得て、小学校 5 年生から高校 3 年生までの全児童・生徒を対象に行った。
　アンケートは「那須烏山市では、那須烏山市の魅力を市民の皆さんに再認識してもらったり、外部に発信したり
するためのガイドブックを作成します。その資料として、皆さんが考える那須烏山市の魅力（ふるさと自慢）をま
とめます。」として、「ある」、「ない」、「わからない」の 3 択で、「ある」については、具体的名称を記載してもらった。
　集計結果は下記表のとおりである。

表：なすから地域自慢アンケート結果集計表
　学校別・学年別にアンケート結果をまとめた。小学校児童と中学校および高等学校生徒が「自慢できる」として
10％以上が回答したものについては、セルを着色して示した。

　那須烏山市内の小中学校および高等学校では、地域素材を取り上げた学習を室内外で行っている。地域を知る、
地域に愛着を持つ、地域を誇りに思うなど、地域学習の成果は着実に上がってきている。

荒川小 江川小 烏山小 境小 七合小 小学校計 南那須中 烏山中 中学校計 烏山高 高校計
5年 6年 5年 6年 5年 6年 5年 6年 5年 6年 1年 2年 3年 1年 2年 3年 1年 2年 3年

アンケート依頼数 39  54  17  37  64  67  14  18  22  27 359 77 65 77 119 109 106 553 137 157 148 442
回答数 26 27 16 28 44 55 14 16 14 25 265 73.8% 47 53 37 102 91 104 434 78.5% 129 127 140 396 89.6%
ない 2 2 1 1 0 4 0 0 0 0 10 3.8% 3 4 5 8 7 11 38 8.8% 16 17 10 43 10.9%
わからない 10  11  4 9 3 24 3 0 4 3 71 26.8% 21 18 16 24 31 45 155 35.7% 75 53 30 158 39.9%
ある 24 25 15 27 44 51 14 16 14 25 255 96.2% 44 49 32 70 53 48 296 68.2% 38 57 100 195 49.2%

伝
統
行
事

やまあげ行事 8 8 2 14 39 23 2 15 6 15 132 51.8% 15 18 10 42 49 37 171 57.8% 33 51 86 170 87.2%
塙の天祭 1 3 1 1 1 7 2.7% 8 8 2.7% 0 0.0%
太々神楽 0 0.0% 2 2 0.7% 0 0.0%
佐々良獅子舞 4 2 6 2.4％ 4 2 6 2.0％ 1 1 2 1.0％
熊野代々神楽 0 0.0％ 2 2 0.7％ 0 0.0％
その他祭 1 3 2 1 2 1 4 14 5.5％ 1 1 2 4 1.4％ 1 1 0.5％

自
然
・
景
観

龍門の滝 8 5 4 9 34 11 1 10 4 14 100 39.2% 8 8 11 16 25 12 80 27.0% 13 6 22 41 21.0%
オオガネクジラ・化石 3 2 1 4 14 1 1 26 10.2% 9 7 3 2 4 6 31 10.5% 5 1 3 9 4.6%
ホタル・オオムラサキ 1 1 1 1 6 9 6 1 7 33 12.9% 3 3 8 3 17 5.7% 3 3 1.5%
シモツケコウホネ 1 6 6 1 1 1 1 17 6.7％ 8 1 2 2 13 4.4％ 3 3 1.5％
自然 2 2 6 4 6 8 28 11.0％ 3 5 5 12 12 37 12.5％ 11 13 24 12.3％
泉渓寺イチョウ 0 0.0％ 1 1 0.3％ 0 0.0％
荒川・那珂川 2 1 2 5 2.0％ 5 4 4 13 4.4％ 1 1 0.5％
花立峠・平群山 1 9 1 1 1 13 5.1％ 1 1 2 0.7％ 2 2 1.0％

史
跡

烏山城 2 1 4 24 4 2 5 42 16.5% 3 9 10 22 7.4％ 6 4 10 5.1%
稲積城・根古屋城・森田城 1 1 1 2 5 2.0％ 2 2 0.7％ 1 1 0.5％
遺跡 1 4 2 7 2.7％ 1 1 0.3％ 1 1 0.5％

産
業

洞窟酒造 4 1 3 13 4 25 9.8% 2 1 4 1 5 13 4.4% 4 5 9 4.6%
烏山和紙 2 1 3 26 6 7 1 46 18.0％ 2 5 12 9 2 30 10.1％ 3 8 20 31 15.9％
鮎・やな 1 1 2 17 1 5 27 10.6％ 4 2 1 7 2.4％ 2 3 5 2.6％
八溝そば 1 1 0.4％ 0 0.0％ 1 1 0.5％
国見のミカン 19 9 5 4 37 14.5％ 1 2 3 1.0％ 1 1 0.5％
棚田 0 0.0％ 0 0.0％ 1 1 0.5％
中山カボチャ 3 1 3 1 1 1 10 3.9％ 1 4 4 3 2 14 4.7％ 1 3 4 2.1％
その他農産物 2 1 47 1 2 3 56 22.0％ 1 1 0.3％ 1 1 2 1.0％

神
社
仏
閣
・
民
俗

宮原八幡宮 2 2 1 1 6 2.4% 2 2 0.7% 0 0.0%
稲積神社 5 1 6 2.4％ 2 2 0.7％ 0 0.0％
解石神社 2 2 0.8％ 0 0.0％ 0 0.0％
八雲神社 2 1 2 5 2.0％ 1 1 2 0.7％ 3 1 4 2.1％
八坂神社 2 4 6 2.4％ 0 0.0％ 0 0.0％
熊野神社 0 0.0％ 2 2 0.7％ 0 0.0％
蛇姫神社 0 0.0％ 2 2 0.7％ 0 0.0％
その他神社 1 6 4 2 2 4 19 7.5％ 1 1 2 2 1 7 2.4％ 0 0.0％
太平寺・蛇姫 2 1 3 6 12 4.7％ 3 3 1.0％ 2 3 5 2.6％
民話 1 1 1 1 2 6 2.4％ 0 0.0％ 2 2 1 5 2.6％

建
造
物
・
他

境橋 1 2 1 1 5 2.0％ 1 1 0.3％ 1 1 2 1.0％
その他橋 1 2 1 3 2 11 4.3％ 0 0.0％ 1 1 0.5％
山あげ会館 1 1 7 2.7％ 1 4 4 7 25 17 58 19.6％ 1 1 0.5％
龍門カフェ・ふるさと民芸館 1 1 2 0.8％ 1 3 2 1 7 2.4％ 2 1 3 1.5％
烏山線・アキュム 10 10 3.9％ 1 2 3 1.0％ 1 4 5 2.6％
街並み 0 0.0％ 0 0.0％ 3 6 3.1％

な
す
か
ら
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域
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慢
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ン
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ー
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はじめに

　那須烏山は関東平野の北部、那須地域の南部に
位置し、那珂川とその支流が作り出した多様な地形
が発達する。北から南に流れる那珂川の東側には八
溝山地があり、杉林に覆

おお

われた山々が広がる。西側
には雑木林の丘

きゅうりょう

陵が北西-南東方向に続き、丘陵
と丘陵の間には穏やかに流れる川と水田が広がる。
山地も丘陵も全体的になだらかだが、川沿いには急
斜面や断

だんがい

崖が発達する。特に那珂川周辺と荒川沿
いの高さ20ｍを超える多くの崖

がけ

は、本地域の特徴的
な景観である。これらの崖の上には平

へいたんち

坦地が広がる
ことが多く、段丘地形や扇

せんじょう

状地形も見られる。崖の
上の平坦地から流れ落ちる滝がみられるのもこの地
の特徴である。
　那須烏山の大地を形成する地層は、東部の八溝
山地で見られる「八

やみぞそうぐん

溝層群」と呼ばれる中生代の地
層群と、西部一帯に広がる新生代の地層群に大別さ
れる。
　「八溝層群」は、中生代のジュラ紀から白亜紀に
かけて、当時のユーラシア大陸の東縁で形成され、
新生代の中頃に、大陸から切り離されて現在の位置
まで移動してきた。
　新生代の地層群は「八溝層群」とそれに繋

つな

がる
地
ちかい

塊の上に、ほぼ現在の位置で形成された。古い順に、

火山性の岩石を主にした「中
なかがわそうぐん

川層群」、海成の砂岩や
泥
でいがん

岩を主にした「荒川層群」、半固結状態の砂
されきそう

礫層を
主とする「喜連川層群（仮称）」に区分される（図１）。
　このほか、那 珂川とその支流沿いに分布す
る河

かがんだんきゅう

岸段丘の砂礫層や現在の河原を作る砂礫
層、地域全体を覆って分布する「関東ローム層」

（降
こうかかざんばいそう

下火山灰層）などの更
こうしんせい

新世末期以降の新しい地
層群がある。これらは河川の曲流や滝、河岸の崖な
どの地形的要素や土

どじょう

壌、植生などと共に、現在の
地区・地点の景観に差異を与え我々の生活を大きく
規制するものになっている。

１） なすから地域の基盤「八溝層群」の形成

■大海原の海底の時代
　「八溝層群」が形成された頃、まだ日本列島はな
く、現在の那須烏山が位置する辺りには大きな海が
広がっていた。深さ数千ｍの海の底には、海底を作
る岩石の上に細かな泥や1／10mm程度の生物の遺骸

（放
ほうさんちゅう

散虫化石など）が少しずつ降り積もった。これが
泥岩やチャートになる堆

たいせきぶつ

積物で、１cm積もるのに数
百年から千年もかかるようなゆっくりした堆積の速度
であった。
　海底を作る岩石は当時のユーラシア大陸の縁に
あった海溝に向かって移動し、そこから大陸を作る

図1　なすから地域の層序概念・断面図

なすからの地
ちし

史（大地の歴史）1
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岩石の下へ沈み込んでいた。
　沈み込む海底の岩石の上に乗っていた堆積物は、
十分に固まっていないために岩石と一緒には沈み込
めず、曲げられ折り畳まれながら陸側の縁に集めら
れていった（これを付

ふかたい

加体と呼ぶ）。そこには陸側か
らも泥や砂が運ばれ、大量の堆積物が積み重なっ
た地層群が形成される。これらは海側から押され続
け、褶

しゅうきょく

曲や断
だんそう

層を伴いながら上へ上へと押し上げら
れ、硬い岩石の地層群となって海面上に顔を出すこ
とになる。
　八溝山地一帯に分布する砂岩や泥岩、チャートな
どからなる八溝層群は、このようにしてできたと考え
ている。
　この考えを支持する証拠には以下の様なものがあ
る。
　チャートやそれに隣接する泥岩には、他の地域と
同様に、波長数ｍから十ｍ程度の折りたたまれたよ
うな激しい褶曲が見られる（図２）。厚さ数cmのチャー
ト層１枚１枚は破壊されず、比較的保存の良い放散
虫化石が含まれる。チャートが強く変形するには、
固結する前の柔らかい状態か、岩石が柔らかくなる
ほどの高温高圧の状態でなくてはならない。高温高
圧の状態では放散虫化石は痕

こんせき

跡すら残らない。した
がって、岩石化する前に変形した堆積物、すなわち
付加体の構成物であると判断される。
　チャートの近くに広がる粗

そりゅう

粒の砂岩層や砂岩泥岩
互層には、極度の変形は見られない。これらは付加
体の上に堆積した地層であると考えられる。
　チャートの中にはマンガン濃

のうしゅうぶ

集部を伴うものがあ
り、かってはこれをマンガン鉱として採鉱していた。
この類のマンガン鉱

こうしょう

床は遠洋の堆積速度の遅い海底

環境で形成されたと考えられている。

■大陸の時代
　付加堆積物による新しい陸地は、前からあった陸
地の海側に付け加わり、山脈を作りながら大陸域を
広げる。時間の経過とともに山脈は、風化し削

けず

られ、
緩やかな山や谷あるいは大平原なども造られたであ
ろう。
　白亜紀の中頃に、大陸の地下で多量の花

かこうがん

崗岩質
マグマが形成されるという地質学的な大事件があっ
た。「八溝層群」はこのマグマに接触する位置に分
布していたため、一部は熔けてマグマと同化した。
マグマに隣接した砂岩や泥岩、チャートなどは、熱
で変成岩（熱変成岩＝接触変成岩）に変わった。
　このマグマは地下深くで冷却し花

かこうがん

崗岩となった。
旧馬頭町北部から旧黒羽町東部にかけて広く露

ろしゅつ

出
している。隣接する八溝層群の地層は、大きく成長
した変成鉱物（変成作用でできた鉱物）を伴う熱変
成岩に変わっている。なすから地域では花崗岩を見
ることはできないが、那珂川沿いの露

ろとう

頭では弱いな
がら熱の影響を受けた泥岩が見られる。舟戸にある
チャートの放散虫化石は、放散虫化石であると確認
するのが困難なほど熱の影響を受けている。この変
成の程度を、馬頭・黒羽地域の花崗岩と変成岩の
位置関係から推定すると、那珂川河床の地下200～
300mに花崗岩が分布すると考えられる。
　花崗岩は地下数kmでできる岩石である。これが地
下200～300ｍにあるということは、八溝層群とその上
にあった地層の大部分が削り取られたことになる。
　恐竜やアンモナイトなど多くの生物が絶滅した白亜
紀末の地球生命史上の大事件が起きたのは「八溝層
群」が大陸の一部であった時代の出来事だが、なす
から地域にはこれに関する記録（地層）はない。

■大陸地塊の分裂・移動と日本海の誕生
　古第三紀の終わり頃、ユーラシア大陸の東の端で
大地

ちかくへんどう

殻変動が起きた。大地が裂
さ

け、それがどんどん
広がり、海水が流入し海となった。日本海の誕生で
ある。
　裂けて反時計回りに回転しながら東へ動いた大陸
の一部（地

ちかい

塊）が現在の東北日本、時計回りに回転図２　チャートの露頭（川戸地区）
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しながら南へ動いたものが西南日本となり、日本列島
の基本的な形がつくられたとされている。これは、日
本各地の白亜紀から古第三紀の岩石に残された地磁
気（残

ざんりゅうじき

留磁気）から求めた磁北の方位が、東北日本
では現在よりも西へ40度ほど、西南日本では東へ30
度ほどずれていることから導き出されたものである。
　「八溝層群」は東へ動いた地塊の南端付近に位置
し、その上に重なる中川層群の残留磁気が示す磁
北の方位は現在と同じである。中川層群が形成され
た時期（約1,800万年前）には、地塊の動きは止まっ
ていたと考えられる。中川層群の残留磁気は、日本
海の基本的な形が出来上がった時期を1,800万年前
頃とする根

こんきょ

拠の一つになっている。

２） 「日本列島の世界」のなすから地域

■火山の時代・・・「中
なかがわそうぐん

川層群」の形成
　日本列島のもとができた頃、海

かいこう

溝も現在と同じ位
置になった。新しい海溝でのプレートの沈み込みに
伴い、新しい火山活動が始まった。那須烏山・茂木
地域から福島県東部、宮城県東部にかけて分布する
溶岩や火山噴出物が、最も海溝寄りの火山活動の記
録である。
　この火山活動が始まった頃、なすから地域の大半
は海辺に隣接する緩やかな起伏のある陸地で、あち
こちに湿地が広がっていた。湿地には植物の遺

いがい

骸が
溜
た

まり石炭となった。昭和の時代には亜
あたん

炭（低品位
の石炭）として採掘されていた。多数の植物のほか
昆虫の化石も見つかっている。砂岩・泥

でいがん

岩を主体とし、
亜炭や礫

れきがん

岩を伴うこの地層群を「元
もとこざわそう

古沢層」と呼ん
でいる。
　やがて火山活動が活発になり、多数の溶岩流を伴
う多量の火山砕

さいせつぶつ

屑物が堆
たいせき

積した。この火山噴出物は、
那須烏山の東南部から茂木にかけて広く分布するほ
か、那珂川町との境界付近の那珂川沿いでみられる。
那須烏山・茂木地域では溶岩の割合が南西に向かっ
て大きく、茨城県側は火砕岩が主体で溶岩が少ない
ことから、火山の中心は茂木町の中西部にあったと
考えられる。この火山を“茂木火山群”（仮称）と呼ぶ。
火山活動に伴う土石流が海底に堆積した様子も見ら
れ、火山群の麓

すその

が海に繋
つな

がっていたと考えられる。

火山砕屑岩と溶岩からなるこの地層群を「山
やまのうち

内層
そう

」と
呼んでいる。
　この後に、多量の軽石を噴

ふんしゅつ

出する活動があった
が、なすから地域では削

さくはく

剥されてほとんど残って
いない。茂木地域では、この活動で形成された
軽
かるいしかざんれきぎょうかいがん

石火山礫凝灰岩（いわゆる“軽石凝灰岩”）が残り、
“茂木石”と呼ばれる。この前後に堆積した砂岩や
凝灰岩、礫岩と合わせて「茂木層」とよんでいる。
　「中川層群」はこの元古沢層、山内層、茂木層 を
まとめて呼ぶときの名称である。

■火山削
さくはく

剥の時代
　“茂木火山群”の活動が終った頃、多くの断

だんそう

層を
伴う地

ちかくへんどう

殻変動が起き、なすから地域は隆
りゅうき

起した。
隆起は北ほど激しく、“茂木火山群”は南に傾き、
大きく削

けず

られなだらかな凹凸のある地形になったと
考えている。

■海の時代・・・「荒
あらかわそうぐん

川層群」の形成
　中新世中期に、日本列島のほぼ全域で急激な沈

ちんこう

降
が起きた。栃木県は足尾山地と八溝山地の一部が島
として残ったほかは、海の底に沈んだ。この海の底で、
なすから地域に分布する「荒川層群」が形成された。
堆積の始まりの時期は約1,500万年前である。
　「荒川層群」の海の記録は、よく円

えんま

磨された礫
れき

か
らなる薄い礫岩層から始まる。この礫岩の上に砂岩と
泥岩が積み重なるが、初期の頃（地層の下位の部分）
は地域により、層の厚さや重なり方に差がある。砂岩
は粗

そりゅう

粒の火山灰か石灰質の化石の破片であることが
多く、河川や海岸で円磨された岩石由来の砂の粒子
はほとんどない。また、海底付近を流れる海流の影
響を受けた堆積物も頻

ひんぱん

繁にみられる。
　これらのことから、なすから地域が大きな河川の河
口から離れた、岩

がんしょう

礁を伴う幅狭い海浜が続く海であっ
たこと、付近に降り積もった火山灰と浜辺や岩礁に生
育した貝などの遺

いがい

骸が波に洗われて移動し堆積する
浅い海であったことが推察される。
　その後、水深が増すとともに次第に地域差は少な
くなり、砂岩層は減少し、細粒の泥質の層が増加する。
　最下位の礫岩層から始まる砂質の堆積岩を主とす
る地層群を「小塙層」と呼び、層厚は約200ｍである。

なすからの地史（大地の歴史）1
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小塙層の上限付近が堆積したのは約1,200万年前で
ある。この頃には海底の沈降は収まり、その後の海は、
泥や砂で少しずつ埋められ浅くなっていった。
　小塙層の上に重なる泥質岩を主とする地層群を「大
金層」と呼ぶ。層厚は約300ｍである。大金層の中・
上部には、軽石を含む厚い砂の層が挟まれようになる。
この砂は、現在の陸

りくだな

棚の端に相当する浅い場所の堆
積物が何らかの原因（おそらく巨大な火山活動がきっ
かけ）で崩

くず

れ落ち、深海底に広がったものであろう。
　1,000万年前頃からは、多数の珪

けいそう

藻化石を含む珪
藻質泥岩（“珪

けいそうど

藻土”と呼ばれる）が堆積するように
なる。この地層群を「田野倉層」と呼び、厚さは約
200mである。
　田野倉層上部には浅海域から流れ込んだとみられ
る火山灰や砂の層が見られ、その後には泥質の砂岩
が堆積するようになる。この泥質砂岩を主とする地層
群を「入江野層」と呼ぶ。なすから地域では本層の上
部は削

さくはく

剥され残っておらず、下部の厚さ約50mが確
認されるだけで、その年代は約900万年前とされてい
る。

■大削剥の時代・・・“磐
いわなけがわ

那毛川”の成立
　その後800万年前頃から300万年前にかけて数度
の隆

りゅうき

起・沈
ちんこう

降があったと想定されるが、栃木県内で
は詳細を論じられる情報は得られていない。
　この間に栃木県は全体として隆起し陸になった
が、東西両側に比べ中央部の隆起量は少なかった。
なすから地域では東側ほど大きく隆起したため、地
層は西に傾き、隆起に伴う浸

しんしょく

食量は、東の烏山付近
では1,000ｍ以上、西の三箇周辺でも数百ｍ以上と
見積もられる。
　この隆起と浸食によって、北は福島県南部から那
須野が原西部、氏家・喜連川間を通り、真岡の西
部を経て、関東平野中央部から房総・銚子方面に
繋
つな

がる谷地形が作られた。この谷地を流れた大河を
“磐

いわなけがわ

那毛川”と呼ぶことにする。

■大河埋
まいせき

積の時代・・・「喜
きつれがわそうぐん

連川層群」の形成
　約250万年前、再度、沈降が始まった。“磐那毛川”
の下流に当たる銚子付近では、白亜紀や中新世の
地層の上に新しい海の堆積物が溜

た

まり始めた。中流

部に位置するなすから地域では、東部の山岳地帯か
らの砂

されき

礫が、支流を経て下流へ移動するという状況
にあった。
　沈降が進むと、なすから地域にも砂礫層が堆積
し始める。“磐那毛川”とその支流によって堆積した
砂礫を主体とする地層群が「喜連川層群」である。
　地域の北部、志鳥や中山付近では30mを越える
厚さの礫

れき

層が確認されている。「喜連川層群」の礫
層は強く風化しており、安山岩やデイサイトの礫が竹
ベラで削ることができるほどである。
　やがて“磐那毛川”の中・上流域は隆起に転じ、
川沿いに「喜連川層群」を削り込んで河岸段丘が形
成される。その段丘上には50mから30m程の火山
灰層（関東ローム層）が重なる。段丘は矢板から喜
連川、鴻野山、曲畑にかけて分布しているが、段数
や広がりの詳細についてはほとんどわかっていない。

■那珂川の時代・・・那珂川の成立から現在へ
　40万年前頃に日光・高原・那須で火山活動が始まり、

“磐那毛川”の西側の隆起も激しくなり、川には多量
の砕

さいせつぶつ

屑物が供給されるようになった。那須地域の“磐
那毛川”は西からの砕屑物の供給の増加に伴い、次
第に東へ移動した。やがて八溝山地の西側を南流す
る旧那珂川と繋

つな

がり、現在の那珂川の基本形が出来
上がった。およそ25万から30万年前と考えている。
　那珂川流域の河川は10万年ほど前には、現在とほ
ぼ同じ流路をとるようになった。ただし、この頃那珂
川や荒川は現在の河床より30m以上、江川の滝より
上流では10m以上、現在よりも高い位置が河

かしょう

床であっ
た。その後、那珂川とその支流では下

かこく

刻（流水によ
る河床の削り込み＝下

かほうしんしょく

方浸食）が続き現在に至って
いる。
　約５万年前と約３万年前に、下刻が停滞した時期
があった。この時期に那珂川流域の各河川で、広い
河原が形成された。この河原は各河川の川沿いに広
がる平坦面を持つ台地となっている。烏山の金井付
近や谷浅見の平坦面が前者の面であり、烏山の旭二
丁目、興野、大金の面が後者の面である。
　時代が異なり、岩質も異なる２つの地層群が東西に
分かれ分布することが、那珂川をはさんでの東西の地
形の差の基となり、なすから地域を特徴付けている。
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【那須烏山の地形の概要】
　地形は一般的に起伏の大小や平坦面と斜面の割
合などによって、山地、丘陵、台地、平野等に区
分される。那須烏山は東側の低い山地（八溝山地
の一部）と西側の丘陵（喜連川丘陵の一部）から
なり、これらの中を那珂川やその支流が流れてい
る。川沿いには低地や台地（河成段丘）が分布する。
　地質的には山地は古くて（中生代～中新世）か
たい（固結した）地層からなる。丘陵の表層部は
新しい（更新世）やわらかい（未固結の）地層か
らなるが、その下には古い、かたい地層があり、
河床などに露出している。
　日本列島の地形の大枠は地

ちかく

殻変動（プレート運
動）と火山活動によって作られたと言えるが、那
須烏山の地域的な地形に限って言えば、それらは
川の侵

しんしょく

食作用によって作られたものである。
　ところで、那須烏山の山地と丘陵ではたどって
きた歴史が大きく異なっている。今から数十万年
前の丘陵域には、現在の那珂川水系とは異なった
河川によって運ばれた砂

されき

礫からなる平地が広がっ
ていた。そこに現在の那珂川などが流れるように
なり、河川の侵食が継続することによって丘陵と
河成段丘と低地からなる地形が作られていった。
一方、山地はこれ以前からずっと山地であったと
考えられる。周辺が海になっていた時代もこの地
域は陸のままであり、ずっと風化や侵食作用にさ
らされてきたと考えられる。

【川の侵食作用】
　川による侵食作用について考えよう。丘陵の中

を流れる川の横断面を見ると、最も低くなった部
分が河道で通常時の水の通り道である。河

かどう

道に隣
り合って少し高くなった平坦面は、洪水の時には
水に覆われる部分で氾

はんらんげん

濫原と呼ばれる。氾濫原の
外側にはさらに高く、通常何段かに分かれた平坦
面がある。この平坦面はかつての川の氾濫原で、
高い面ほど古い時代のものであると考えられ、段
丘と呼ばれる。段丘と丘陵の間は急～緩傾斜の斜
面であり、丘陵の頂部にはやや平坦な面があるの
が普通である。このような川の谷の形は侵食の歴
史を端的に物語っていると言える。
　川の侵食作用は水量や水深、水流の速さ、水の
運ぶ岩や礫、砂粒などの物性等に左右され、他方
侵食を受ける側の岩石や地層の硬さ、その他の性
質にも影響される。このように多くの要因が絡む
中で、地層のかたさについては直観的に理解しや
すいと思われるので、今後地層のかたさと侵食作
用との関連に重点を置いて述べていくことにす
る。
　やわらかい地層からなる平地の上を流れる川は
蛇
だこう

行しやすい。つまり、川が湾曲した部分の外側
では侵食が起こりやすく、内側では堆積が起こり
やすいため、河道は外に拡がっていく。また、崩
れやすい堆積層からなるため、河道が深く彫り込
まれることはなく、洪水時には水は周辺に拡がり、
広い範囲で水底を削る。氾濫原が広く、通常時の
河道と周りの高さがあまり違わないため、洪水後

現在と数十万年前の地形

那須烏山の地形区分

なすからの地形2
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に流路が元に戻らず、大きく位置を変えることも
あり得るだろう。このようにやわらかい地層から
なる平地を流れる川は、広い範囲で侵

しんしょく

食作用を行
う傾向があり、広い谷を形成する。谷を深く削っ
ていくような侵食作用を下

かこく

刻、横に広げるような
侵食作用を側

そっこく

刻と呼んでいるが、ここでは下刻よ
りも側刻が目立っているとも言える。
　一方、かたい地層の上を流れる川の場合、河道
の変化は起こりにくい。しかしながら、水流が同
じ場所を継続的に削ることになるため下刻作用は
むしろ活発になる場合もある。かたい地層は崩れ
にくいので河道は深く削り込まれることになる。
このため、洪水時に河道の外に溢れる水の量が減
少し、氾

はんらんげん

濫原はやわらかい地層の上を流れる場合
よりも狭くなる傾向があると考えられる。

【荒川における侵食地形】
　図は三箇付近における荒川の谷の断面図であ
る。縦横比は10：₁で垂直方向に誇

こちょう

張されている。
荒川河床の標高はおよそ110ｍである。また、左
岸および右岸（川下に向かって左側が左岸）側の
丘陵の高度は200ｍを少し超える程度である。荒
川の河床および右岸の丘陵の基部には荒川層群と
呼ばれるかたい地層が広く露出している。同じ地
層は左岸の段丘崖にも部分的に露出している。荒
川層群は全体的に見て南北方向に向き、西側にゆ
るく傾斜しているとされるので、この断面の下部
には荒川層群が分布していると考えられる。こ
の上を礫

れき

や砂、泥からなる境
さかいばやしそう

林層が覆っている。
境林層の層厚はこの付近で50～80ｍ程度である。

荒川の右岸は丘陵の斜面に接しており、基部は
侵
しんしょくがい

食崖となっている。左岸側は幅300ｍほどの氾
濫原があり、さらに丘陵斜面との間の幅1100ｍほ
どはほぼ平坦な面が広がり、高さ数ｍの崖

がけ

を境に
３段に分かれているように見える。
　以上のような観察からこの地域の地史をたどっ
てみよう。数十万年前、砂

されき

礫や泥からなる平地を
荒川の前身が流れ始めた。川は蛇

だこう

行し、時に大き
く流路を変えることもあったため、氾濫原は広が
り、この範囲で侵食が進行し、しだいに谷が形成
され、削り残された部分は丘陵化していった。厚
さ数十ｍほどのやわらかい砂礫層が浸食され、そ
の下のかたい地層（この地域では荒川層群）に達
すると、侵食の様式が一変した。河道が変動しに
くくなり、下刻が狭い範囲に集中するようになっ
た結果、川は従来よりも深く彫り込まれた谷底を
流れるようになった。また、洪水時に水があふれ
る範囲も狭くなったため、従来の氾濫原の一部は
川による侵食を受けなくなり（この状態を離水と
いう）、段丘化していった。

かたい地層とやわらかい地層を流れる川

三箇付近の地形断面
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【穿入蛇行】
　川が川底を深く削り込みながら蛇行している状
態を指す。山地などでかたい岩盤が出ている地域
を流れる川が深い谷を作るのは普通であるが、こ
れらが蛇

だこう

行していることは稀
まれ

である。逆にやわら
かい堆積層からなる平坦な地域を流れる川が蛇行
することは珍しくないが、これらが深い谷を作る
ことはない。荒川に見られるような穿

せんにゅうだこう

入蛇行は珍
しい例であり、この地域を代表する地形と言える。
栃木県の自然環境保全地域にも指定されている小
塙地域について取り上げてみよう。

　この地域で荒川は鎌瀬倉付近から小塙駅周辺、
さらに森田宿南側まで大きく曲流を繰り返し、連
続的に侵

しんしょくがい

食崖を作っている。図は小塙駅南側を通
る断面であるが、荒川河床の標高は70ｍほどで、
右岸の大里付近の標高95～100ｍに位置する狭い
段丘面との間は荒川層群からなる断

だんがい

崖となってい
る。荒川層群はさらに高い丘陵の基部にまで露出
している。左岸側の幅250ｍほどは河

かどう

道部分より
やや高い氾

はんらんげん

濫原が広がる。さらに外側には１km
ほどにわたって₃～₄段の段丘地形が認められ
る。段丘崖には荒川層群が現れている所もあり、

周辺の地質の分布状況から考えて、標高110～120
ｍまで分布しているものと判断できる。このよう
な断面から想定される地史は、やわらかい砂

されき

礫
層（境

さかいばやしそう

林層）を侵食してきた荒川は氾濫原の中を
大きく蛇行を繰り返して流れていた。かたい荒川
層群を削るようになると河道が移動しにくくなる
ため直前の蛇行した形態がそのまま維持されるこ
とになった。荒川の河道の右岸にある高さ25ｍほ
どの断崖は、河道が位置を変えないまま下

かこく

刻が継
続したため形成されたものである。断崖の上の段
丘面が₂万～₃万年前に作られたものと仮定する
と、₁年におよそ₁mmの速度で侵食が進んだこ
とになるが、これは非常に速い速度であると言え
る。荒川において河道に接して侵食崖が発達して
いる場所はすべて曲流した外側の部分である。川
の中でも最も侵食作用が活発な部分で継続して下
刻が行われたことが侵食崖の成因であろう。一方、
侵食崖の反対側（曲流の内側）は一般になだらか
な斜面か数段の段丘が形成されている。洪水時に
水はもっぱらこちらの側に溢

あふ

れるが、谷が深くな
るにつれて水が到達する高さも低くなるので、こ
のような地形が形成されるのであろう。

【滝】
　那須烏山地域には規模はさほどでもないが、多
くの滝が存在する。これらはそれぞれの地質や地
形の条件に基づいて成立したものである。代表的
な例として、龍門の滝を取り上げてみよう。龍門
の滝は江川の下流（荒川合流点から約₃km上流）
にある落差12ｍほどの滝である。滝の上流では江

小塙付近の地形断面

穿入蛇行地形の形成

なすからの地形2
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川は丘陵の間を幅１km弱の谷を作って流れてお
り、両側に小規模な段丘が発達する。一方、滝の
下流には深くて狭い谷が１km以上にわたって続
いている。この谷は段丘面の続き具合から見て、
烏山市街地の周りにある段

だんきゅうがい

丘崖と同じ時代に作ら
れたものと考えられる。地質的にみると、滝の下
流には砂岩や泥岩からなる八溝層群が分布してい
る。これらは強い風化作用を受け、砂岩はブロッ
ク状に割れ、泥岩は粘土化していることがある。
滝の部分には中川層群の凝

ぎょうかいかくれきがん

灰角礫岩、火山角礫岩、
凝
ぎょうかいがん

灰岩などが分布している。さらに上流には荒川
層群の砂岩や凝灰岩などが見られる。以上のよう
な地形、地質から見て、龍門の滝の成立は段丘面
の形成以後で、上流部と下流部の下刻の速度の違
いに起因すると説明できる。すなわち滝の下流域
では風化された八溝層群の下

かこく

刻が速やかに進行し
たのに対して、滝の部分では中川層群の火

かさいがん

砕岩類
の侵

しんしょく

食が進まず、段差が生じていったと考えられ
る。烏山市街地北方にある滝田の大滝も同様な成
因を持つ滝である。しかしながら、那珂川や荒川
にも同様な地質分布が見られる場所があるが、滝
は生じていない。これは那珂川や荒川が江川より
大きな川で、水流や運搬している砂

されき

礫の量が大き
く、侵食力が強かったので、硬い火砕岩類も削る
ことができたためかもしれない。

　栄出の滝は田野倉と小倉の境で荒川が大きく
蛇
だこう

行している所に、支流の長者川が流れ込んで形
成されている。侵

しんしょくがい

食崖自体は小塙付近と同様に荒
川の下刻によって生じたものである。長者川は荒
川に較べて侵食力が小さいために合流点に段差が
できたと見られ、このようなタイプを懸

けんこく

谷と呼ん
でいる。

龍門の滝付近の江川の縦断面

龍門の滝付近の地質の分布

懸谷の滝
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　なすから地域の大地は、中生代の八溝層群、新
生代中

ちゅうしんせい

新 世前期の中川層群、中新世中期～後期
の荒川層群、新生代更

こうしんせい

新世の喜連川層群から構成
されている。
　八溝層群は海洋プレートが沈み込む際に、その
上に載って長い時間をかけはるばる運ばれてきた
堆
たいせきぶつ

積物が、大陸側のプレートに押し付けられた付
ふか

加
堆積物を主体としている。主に珪

けいしつ

質の殻
から

をもつプラ
ンクトンが降り積もってできたチャートである。肉眼
で見える大きさの化石は極めて稀

まれ

である。
　中川層群は、陸で形成された地層で、火成岩類
を主体としている。元

もとこざわそう

古沢層の中には、泥岩から
なる湖

こしょうたいせきぶつ

沼堆積物も含まれ、植物化石をよく含む。
大量の植物遺

いがい

骸により形成された亜
あたんそう

炭層もある。

　荒川層群は、海の始まりから拡大、縮小まで一
連の堆積物から形成された地層である。貝類化石
が多産するほか、魚類やクジラ類、ウニ、植物な
ども産する。珪

けいそう

藻や有
ゆうこうちゅう

孔虫、放
ほうさんちゅう

散虫などの微化石
も豊富に産する。荒川層群の地層や化石などにつ
いて、多くの研究者が調査を行ってきた。環境変
化に伴う生物相の変化や種

しゅ

の消
しょうちょう

長に基づく生
せいそうじょ

層序
の確立などが研究されてきた。

　なすから地域の貝類化石は、海
かいしん

進・海
かいたい

退による、
海の深さや水温などの変化に起因する変化と、場所
による海の深さの違いによる変化が確認できる。
　海に沈み始めた頃は、暖流系の種が産出する。
海が深くなっていくと、冷

れいおんけい

温系の種が産出し始め
る。この冷温系の種も、小塙層中部～上部では浅
海性だが、大金層では沖合の深い海への種へと移
り変わる。田野倉層は、水の動きが弱い内湾的な
環境下の地層で、特異な種が主体となる。海退が
進んだ入江野層では、浅海性の種が産出する。
　荒川層群は、西にゆるく傾斜しながら陸化し、
その後、浸食を受けた。地表でみられる地層は、
地域により同じであったり、異なったりする。例
えば、大金層中部の貝類化石層は曲田、大里、高瀬、
熊田などでみられるが、産出する貝類化石の種類
が異なったり、同種でも産出数が異なったりする。
曲田や大里では浅海性の種が含まれるが、高瀬～
熊田には含まれない。なすから地域の当時の海は
北に向かって深くなっていたようである。中川層群元古沢層の植物化石と昆虫化石（右下）

なすからの化石3
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　なすから地域での海進当初の暖流系種から冷温
系種への移り変わりは顕

けんちょ

著である。海の始まりを
示す不整合面の直上から約20mに渡り、暖流系種
の貝類化石が産出する。これより上位約15mは、
貝類化石の産出を確認できない。再び貝類化石が
産出し始めるが、いずれも冷温系種である。この
群集の移り変わりが、森田の荒川左岸の崖

がけ

で確認
できる。連続した露頭でみられるのはとても貴重
であり、極めて稀

まれ

なものである。

小塙層最下部の主な暖流系種の貝類とサンゴの化石

小塙層中〜上部の主な貝類化石

那須烏山市森田の荒川左岸の崖

　小塙層下部で、暖流系種に代わり最初に産出する
冷温系種である。小塙層中～上部で多産する。なす
から地域は、ムカシチサラガイの国内最大の産地で
ある。

ムカシチサラガイ（左：外側 右：内側）

イワムラニシキ（左：左殻　右：右殻）

アラカワニシキ サンゴ

イタボカキ ナトリホソスジホタテ

ヨコヤマヤスリツノガイ

オオタニエビスガイ ヤベイトカケガイ

クズヤガイ スカシガイ ベッコウカキ



1414

な
す
か
ら
の
自
然

Ⅱ

　荒川層群では田野倉層に限り産出する。硫
りゅうかぶつ

化物を
分解する際に出るエネルギーで有機物を合成する、
硫
いおう

黄バクテリアと共生する種である。このため、栄
養分に乏しい海でも生息できる。荒川層群全体を通
して産出するオオツキガイモドキも、同様の生活を
する。

大金層の主な貝類化石 田野倉層上部〜入江野層の主な貝類化石

大金層中部の貝化石密集層

シオガママルフミガイ シマキンギョガイ

トクナガキヌタレガイ

イズモユキノアシタガイ

ゲンロクソデガイ ベッコウキララガイ

オチアイマルフミガイ アキタクルミガイ

ニノへサルボウ オオキララガイ

イシカゲガイ オオツキガイモドキ

ダイオウシラトリガイ オオノガイ

イタボカキ ツノオリイレガイ

コロモガワエゾボラ

なすからの化石3
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ウニ：殻
から

の化石とトゲの化石が産出する。
フジツボ：岩場に頑

がんじょう

丈に張り付いて生活しており、
殻も頑丈で貝類とよく間違われる。エビやカニ
と同じ甲

こうかくるい

殻類に分類される。身の味はエビ、カ
ニそのもの。

カイメン：殻も骨もなく、ほとんど水分なので化石
に残らないと思われがちだが、体の中には体

たいせい

制
を維持するため、細かいガラス質の針（骨

こっしん

針）
が放射状に並ぶ。写真の化石は、カイメンの横
断面である。

サメの歯：サメ類は軟骨魚類で、骨が化石に残るこ
とは稀

まれ

である。エナメル質の歯は頑
がんじょう

丈で残りや
すい。

巣穴化石：巣の周りと後から巣穴に入り込んだ
堆
たいせきぶつ

積物の種類が違うと、巣穴の形が化石として
残る。巣穴は砂、周りは細かい火山灰である。

オオガネクジラ
　1979年に高瀬大橋の建設作業中に発見された。県
内初のまとまったクジラ類の化石の発見であった。
頭
とうがい

蓋や鼓
こしつほう

室胞（耳の骨の一つ）など、種の同定に必
要な部位は発見されなかった。ヒゲクジラの一種と
して、栃木県立博物館で常設展示されている。「オオ
ガネクジラ」は、学名ではなく俗称である。

鰭
ききゃくるい

脚類の化石
　アシカやオットセイなどの仲間の化石がまとまっ
て産出した。首周辺の骨と肋

ろっこつ

骨である。オオガネク
ジラ同様に、種を決定付ける部位は含まれなかった。

荒川層群の化石画像提供：栃木県立博物館

荒川層群の植物化石

荒川層群のいろいろな化石

カイメン 魚類のウロコ

ウニのとげ フジツボ

サメの歯 巣穴化石 カニの巣穴
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　天然記念物とは、学術的価値や鑑賞上の価値が
高い動植物や地質鉱物などについて、文化財保護
法に基づき国、県、市町村が指定したものである。
現在那須烏山市内には、植物を中心に県指定１件、
市指定17件の天然記念物が登録されている。指定
文化財として登録することは、その保存や活用の
ための必要な措置を講ずることを目的としている。

【菩
ぼだいくぼ

提久保のボダイジュ】　県指定記念物

指定年月日：平成７年８月22日
形状・寸法：樹齢推定250年
樹高 約23ｍ、根回り 約6.1ｍ、目通り 約6.5ｍ

　このボダイジュは、幹が３つに分
ぶんし

枝した大木に
見えるが実際は３本の木が根元で結合している。
６月ごろには、白い花を枝一面に咲かせる様子が
見られる。この幹の太さと樹高から、栃木県の天
然記念物に指定された。ボダイジュとは、中国原
産のシナノキ科の落葉高木である。釈

しゃか

迦がその木
の下で亡くなったと伝わるインドボダイジュはク
ワ科の樹木で別の種類である。ボダイジュは果実
が球状で、数

じゅず

珠を作る材料になることから寺院の
庭などに多く見られる。菩提久保のボダイジュも
阿

あぐり

吽苦離地蔵堂の境内に植えられている。「菩提
久保」という地名は、このボダイジュにちなんで
つけられたものと言われている。

【太平寺のカヤ】市指定記念物
　滝地区にある太平寺は、その門や本堂をはじめ、
彫刻や工芸品などの県指定、市指定の有形文化財
も所有している。境内には様々な樹木が植えられ
ており、そのなかでもカヤの木は市指定の天然記
念物になっている。

指定年月日：昭和37年３月８日
形状・寸法：樹齢推定200年
樹高 約25ｍ、目通り 約5.45ｍ

　太平寺本堂の北側にはかつての烏山藩主の一族
や、家老などの上級武士が埋葬された特別な墓域
が設けられており、その境界木として植えられた
と考えられている。古記録から、この地域には一
般庶民の埋葬は認められなかったことがわかって
いる。

【西
にしやまたつかいどう

山辰街道の大桜】市指定記念物
　八ヶ代地区と高根沢町との境界の高台にあり、
すぐ側を古道（辰街道）が通っている。木の根元
には「桜観音」と呼ばれる観音様が祀られており、

なすからの天然記念物4
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古くからこの道を行き交う人々の憩いの場になっ
ていたと思われる。
　その昔、源義家が奥州征伐に赴く時に、この道
を通り兵馬を休ませ、その際に持っていた桜の鞭

むち

を地面に挿したところやがて根付いてこの桜に成
長した、という言い伝えがあることから別名「義
家桜」と呼ばれている。
　例年、４月上旬ごろに見ごろを迎える。

指定年月日：平成４年₆月24日
形状・寸法：樹齢推定350年
樹高 約14ｍ、目通り 約5.3ｍ

【稲
いなづみじょうし

積城址の祠
しそう

叢】市指定記念物

指定年月日：平成26年₆月23日
形状・寸法：樹高 約22ｍ、
樹冠 東西 約30ｍ 南北 約22ｍ
敷地面積 約53㎡

　現在、稲積神社の残る稲積城址のあった高台

に、小さな祠
ほこら

がある。この祠は大きなイロハモミ
ジの根元にあり、祠と木を囲むように大小さまざ
まな針葉樹、広葉樹を含む７科８種、約24本の樹
木がまるで１本の木であるかのように生い茂って
いる。
　これほどの小面積に高木群が密生しているにもか
かわらず枯れずに生長している様子は学術的に貴重
であるため、市指定の天然記念物に登録された。
　なお、「祠叢」という用語は造語で、神社の森
林が「社叢」ということから、祠のまわりの叢

くさむら

（林）
の意味で名づけられた。

【国見大久保のユコウ】市指定記念物
　国見地区は、観光みかん園があり、みかん栽培
が盛んな地域である。みかん栽培といえば温暖な
地域での栽培が多いが、この地域は冬でも霜

しも

が降
りにくい無

むそう

霜地域であることを利用し、栽培が行
われてきたと考えられる。

指定年月日：平成26年６月23日
形状・寸法：樹齢推定250年
樹高 約₆ｍ、枝張り 東西 約₆ｍ 南北 約6.4m

　ユコウ（柚柑）は、柚
ゆず

と蜜
みかん

柑の自然交雑種と推
定されている柑

かんきつるい

橘類で、古くから徳島県や高知県
で栽培されている。
　現在の所有者から数えて₉代前の当主が金比
羅・八十八カ所参りの際に四国から種子を持ち帰
り、播

ばんしゅ

種したものを現当主の曽祖父が分家する際
に現在の地に移植したと伝えられている。樹齢が
古く貴重であることから、市の天然記念物に指定
されている。
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　那須烏山市は、現在、年平均気温13℃前後で、
冷温帯と暖温帯の移行帯である中間温帯の気候だ
が、氷河期以降の過去の気候変動により分布を広
げた冷温帯や暖温帯に多い植物も見られる。
　植物の内、維

いかんそく

管束植物（シダ植物と種子植物）
を取り上げ、環境ごとに記載する。

（１）丘陵部の植物

　荒川左岸丘陵の尾根には、アカマツ林が見られ、
通常中腹に生育するブナ、イヌブナが生育する林
がある。
　中腹には、様々な植物が生育する雑木林（伐

ばっさい

採、
萌
ほうがさいせい

芽再生を繰り返してきた林。モミ林やアカシデ
林、アラカシやウラジロガシ等のカシ林もある。）、
コナラ・クヌギの植林等がある。

【株立ちの木が見られる雑木林】
　手入れをしなくなったため、アズマネザサが茂
り、藪

やぶ

状態になった林が多い。

【烏山城跡のイワヘゴ（オシダ科）】
　烏山城跡はシダ植物が多い。かつては県内最大
規模のイワヘゴ群落があった。

　丘陵部には、多くの谷があり、谷
やつだ

津田と呼ばれ
る水田とその上部に溜

ためいけ

池が作られている。現在は
休耕田が増えている。古くからの植物が残ってい
る溜池には、ジュンサイ・ヒツジグサ等が生育し
ている。
　市内の湿地には、ハンノキ林が発達し、イソノ
キやカラコギカエデ、ノハナショウブ、アギナシ
等が生育する。かつては、モウセンゴケやサギソ
ウ、トキソウ等も見られたが、現在は確認できて

【ブナ（ブナ科）】
　かつては薪

まき

や炭を
生産するため、伐採
と萌芽再生を繰り返
したため、株立ちと
なった雑木林。その
中に生育していたた
め、ブナも株立ちと
なって生き残ってき
た。

なすからの植物5
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いない。

（２）河川域の植物
　河川や水路には、帰化植物のオオカナダモやコ
カナダモが多い。近隣の市町の水路に比べ、水路
中の水草は少ない。

【荒川右岸の竹林】
　川沿いや崖

がけち

地には、護岸のため、マダケやハチ
ク、モウソウチク等の竹を植えているので、竹林
が見られる。

【シモツケコウホネ（スイレン科）】
　江川沿いの水路には、世界中で栃木県内に4か
所しか見られなくなってしまった、シモツケコウ
ホネが生育している。

【ツルデンダ（オシダ科）】
　河川沿いには、風通しはよいが、川からの湿っ

た空気も上がってくる崖が見られる。水が染み出
す箇所も多く、カヤツリグサ科のタヌキランが生
育している。南向きの陽の当たる崖には、暖地性
のコモチシダが生育している。崖地に適応したツ
ルデンダ（写真）やクモノスシダは、葉先を伸ばし、
先に芽を付け、子株を増やす。

（３）人家周辺の植物
　人家周辺には、水田や畑等が広がり、土手やあ
ぜ道には、草刈りをするため、草地ができる。
　古くからの土手で、よく草刈りをしている場所
には、アマナやアズマイチゲ、ツリガネニンジン、
クサボケ、ススキ、オガルカヤ、メガルカヤ、ワ
レモコウ、クズ等、春植物や秋の七草見られる。
　かつての水田は、湿田があり、春に耕

こううん

耘され、
水が貼られる前に開花し、実を着けるスズメノカ
タビラが見られたが、現在は少ない。代わりに乾
燥に強く、節から発根する帰化植物のツルスズメ
ノカタビラに置き換わった。夏の水田には、コナ
ギ、イボクサ、オモダカ、イヌホタルイ、ウキク
サ、アオウキクサ等が見られる。
　畑周辺には、メヒシバ、シロザ、クワクサ、エ
ノキグサ、スベリヒユ等の草が見られる。

【トキホコリ（イラクサ科）】
　人家裏庭の湿った場所には、トキホコリが生育
している。トキホコリは関東地方に見られる草だ
が、都心部では姿を消して、全国的な絶

ぜつめつきぐしゅ

滅危惧種
となっているが、ここ那須烏山市では、まだ見る
ことができる。
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　平地から丘陵地に位置する那須烏山市は、林、
湿地、溜

ためいけ

池、河川、水田、畑等様々な環境がモザ
イク状にあり、多種多様な動物が生息している。
　動物は、大きく無

むせきつい

脊椎動物と脊椎動物に分けら
れる。那須烏山市内の動物について、主によく見
られる種を表にした。その中から、この地域の環
境を象徴するものや、あまり目にしないが確認さ
れているものを数種取り上げ紹介する。

【カヤネズミ】 
脊椎動物ネズミ目ネズミ科
　日本では最小のネズミ。休耕田や河川敷などに
生息しており、ススキやオギ、チガヤなどのイネ
科の草で丸い巣を作って子育てする。

【オオマリコケムシ】
外
がいこう

肛動物掩
えん

喉
こうもく

目オオマリコケムシ科
　外来種。アメリカ東部原産の淡水コケムシの一
種。寒天質の大型群体（写真）を作り、数10cm～
数ｍにもなる。1972年河口湖、精進湖に持ち込ま
れた。休

きゅうが

芽に16本の錨
いかり

状のとげがある。

【ゴホントゲザトウムシ】
節
せっそくどうぶつ

足動物ザトウムシ目マザトウムシ科
　体長１cm内外国内分布の北限。分布は局地的。
明るい林を好む。幼体で越冬し、成体は５～６月
頃に出現する。

【ムカシヤンマ】
節足動物昆虫綱トンボ目ムカシヤンマ科
　水が染み出す崖

がけち

地の泥の中で幼虫時代（ヤゴ）
を過ごす。那須烏山市では、特殊な生育環境があ
るため、春に成虫を見ることができる。

【サケ】 
脊椎動物サケ目サケ科
　11月上旬頃、那珂川や荒川、江川を遡

そじょう

上し、産
卵する。漁ができるくらい遡上してくる場所の南
限に近いと思われる。

なすからの動物6
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那須烏山市内の動物リスト
・このリストは、主によく調査されている分類群とその主要な種類を取り上げた。確認されている種を

網羅してはいない。この表の分類群は、統一された分類体系で区分していない。
・分類群毎に、あいうえお順に羅列した。
・カタカナは、和名。（　）内のひらがなは、地方名、並びに外来種等のメモを記載したが、長文にな

るものは各分類の記載末に備考として付記した。

◎脊
せき

椎
つい

動物

哺
ほにゅうるい

乳類：アズマモグラ・アナグマ・アブラコウモリ・イタチ・イノシシ・カヤネズミ・キツネ・タヌキ・ツキノワグマ・
ニホンリス・ノウサギ・ハクビシン（外来種）・ヒミズ
備考：ツキノワグマは、2020 年 11 月にどこから来たかは不明の子熊１頭が捕獲、保護された。

鳥類：アオゲラ・アオサギ・アオバズク（夏鳥）・アカゲラ・アマサギ（夏鳥）・ウグイス・エナガ・オオタカ・オオ
ヨシキリ（夏鳥）・カイツブリ・ガビチョウ（外来種）・カルガモ・カワセミ・キクイタダキ（冬鳥）・キジ・キジバト・
ゴイサギ・コサギ・コシアカツバメ（夏鳥）・コジュケイ・サシバ（夏鳥）・シジュウカラ・ジョウビタキ（冬鳥）・スズメ・
ツバメ（夏鳥）・トビ・トラツグミ・ノスリ（まぐそったか）・ハシブトガラス・ハシボソガラス・ヒバリ・ヒヨドリ・
フクロウ・ホトトギス（夏鳥）・ミヤマホオジロ（冬鳥）・ムクドリ・ヤブサメ（夏鳥）・ヤマセミ・ヨタカ

爬
はちゅうるい

虫類：アオダイショウ・カナヘビ・クサガメ・シマヘビ・ジムグリ・シロマダラ・ニホントカゲ・ヒバカリ・マムシ・
ミシシッピーアカミミガメ・ヤマカガシ・ヤモリ

両生類：アカハライモリ・アズマヒキガエル・アマガエル・カジカガエル・シュレーゲルアオガエル・ツチガエル・
トウキョウダルマガエル・ニホンアカガエル・ヤマアカガエル
備考 : トウキョウサンショウウオ等、サンショウウオ類は確認されていない。

魚類：アユ・ウグイ（あいそ）・カマツカ（ばかぞう）・カワムツ（外来種）・ギバチ・コイ・サケ・ドジョウ・ヒ
ガシシマドジョウ（すなさび）・ブルーギル（外来種）・ブラックバス（外来種）・ナマズ・フナ・ホトケドジョウ（ば
ばすこ）・ミナミメダカ・ヨシノボリ類

◎無脊椎動物
節
せっ

足
そく

動
どう

物
ぶつ

昆虫類（甲虫類クワガタムシ科・ハナムグリ亜科・カブトムシ亜科）：カナブン・カブトムシ・クロカナブン・コ
カブトムシ・コクワガタ・スジクワガタ・ノコギリクワガタ・ミヤマクワガタ

昆虫類（蝶類）：アオスジアゲハ・アカシジミ・アカタテハ・アカボシゴマダラ（外来種） ・アゲハチョウ・アサギ
マダラ（北上南下する種）・ウスバシロチョウ（南下している種）・ウラギンシジミ・ウラゴマダラシジミ・ウラナ
ミアカシジミ・ウラナミシジミ・オオムラサキ・オナガアゲハ・キアゲハ・キタテハ・キチョウ・ギンイチモンジ
セセリ・クロアゲハ・クロコノマチョウ（北上している種）・ゴイシシジミ・ゴマダラチョウ・ジャコウアゲハ・
スジグロシロチョウ・スミナガシ・ツバメシジミ・ツマキチョウ・ツマグロヒョウモン（北上し増加している種）・
トラフシジミ・ヒオドシチョウ・ベニシジミ・ミドリシジミ・メスグロヒョウモン・モンキアゲハ・モンキチョウ・
モンシロチョウ・ヤマトシジミ・ルリシジミ

昆虫類（トンボ類）：アキアカネ・アジアイトトンボ・ウチワヤンマ・オオシオカラトンボ・オゼイトトンボ・オ
ナガサナエ・オニヤンマ・ギンヤンマ・シオカラトンボ・シオヤトンボ・ショウジョウトンボ・チョウトンボ・ト
ラフトンボ・ナツアカネ・ノシメトンボ・ハッチョウトンボ・ハラビロトンボ・ヒガシカワトンボ・ホソミオツネ
ントンボ・ミヤマアカネ・ムカシヤンマ・モートンイトトンボ・ヨツボシトンボ

クモ類：アシダカグモ・オナガグモ・コガネグモ・ゴホントゲザトウムシ・ジグモ・ジョロウグモ

甲
こう

殻
かく

類
るい

：アメリカザリガニ（外来種）・カワリヌマエビ（外来種）・サワガニ・スジエビ・ヌカエビ・モクズガニ

多
たそくるい

足類：ゲジ・トビズムカデ・マクラギヤスデ

軟体動物

淡水産貝類：カワニナ・サカマキガイ（外来種）・タイワンシジミ（外来種）・マシジミ・マルタニシ・モノアラガイ

陸産貝類：オオケマイマイ・キセルガイ類（減少）・コハクオナジマイマイ（外来種）・ニッポンマイマイ・ヒタチ
マイマイ・ヒダリマキマイマイ・ヤマタニシ
備考：陸産貝類は、移動能力が大きくなく、その地に根ざした種が多い。全体に減少傾向と思われるが、キセルガ
イの仲間はほとんど見なくなった。
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　那珂川や荒川、江川などの河川が大地を刻
きざ

み、
段丘や谷

やつ

津、丘
きゅうりょう

陵など様々な地形を形成している。
豊かな自然を残す「なすから地域」では、四季折々
の景観を楽しむことができる。

【小木須の雲海（小木須）】
　秋～冬の朝に川霧がよく発生する。国見峠展望
台や平群山のパラグライダー基地などから見下ろ
すと雲海のように見える。

【西山辰街道の大桜（八ヶ代）】
　推定樹齢350年の大桜である。奥州征伐に向か
う八幡太郎義家が、人馬を休めた際に桜の鞭

むち

を挿
さ

したものが根付いて成長したという言い伝えか
ら、「義家桜」とも呼ばれる。根元には「桜観音」
と呼ばれる馬頭観音が安置されている。

【大金ウォーキングトレイルの桜づつみ（小河原）】
　「美しい日本の歩きたくなるみち500選」に選ば
れた荒川沿いにある約350mの桜並木である。対
岸の崖

がけ

には、大金層の地層が連続してみられる。

【向山横穴墓群（南大和久）】
　大金ウォーキングトレイルから荒川対岸の横

おうけつ

穴
墓
ぼ

が見られる。12基あることから十二口横穴墓群
とも呼ばれる。

【花立峠のつつじ（小木須）】
　₅月上旬になると山ツツジで山全体が真紅に染
まる。遊歩道を散策すると、那珂川の流れや街並
み、日光連山などが一望できる。

なすからの景観7
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【ヤナ（滝田）】
　那珂川はアユの漁獲量が日本一である。₇～10
月には、那珂川や荒川にヤナが設置される。

【烏山城址（中央）】
　なすから地域には多数の山城跡がある。烏山城
は藩主の居

きょじょう

城として使われていた。急
きゅうしゅん

峻な崖
がけ

と
山体は天然の要

ようさい

塞となる。ここから産する火山
角
かくれきがん

礫岩は石垣などに利用された。地形地質を巧み
に利用した山城である。

【どうくつ酒蔵（神長）】
　戦時中に戦車の組立工場として掘られた洞

どうくつ

窟で
ある。年間を通して気温や湿度が一定で、酒の貯
蔵庫として利用されている。

【平群山からの眺望（興野）】
　烏山城のある八高山や那珂川が望める。八高山
に連なる山の形が伏せた牛の形に似ることから、
烏山城は臥

がぎゅうじょう

牛城とも呼ばれる。

【龍門の滝（滝）】
　山深い場所でもないのに、落差約12ｍもの大滝
である。水量によって様々な見え方となる。秋に
はサケの遡

そじょう

上も間近で見られる。

【落石の紅葉 ( 宮原 ) 】
　川面に映える紅葉の山並、水面に揺れるアユ釣
り船などの風景が、京都の嵐山と桂川に似ること
から「関東の嵐山」や「那須嵐山」と呼ばれる。
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【猿久保田んぼ公園（小塙）】
　谷

やつ

津地形を利用したのどかな公園で、雑木林の
中に溜

ためいけ

池や湿地帯もある。季節ごとの豊かな植物・
生き物の観察や、森林浴などを楽しむことができ
る。

【境橋（宮原）】
　昭和12年（1937年）に架けられたアーチ橋であ
る。土木学会選奨土木遺産に認定されている。₃
連アーチ・円型バルコニー・楕

だえん

円型の橋
きょうきゃく

脚で、丸
みのある柔和な印象の橋である。四季折々の景観
を楽しめる。

【大金吊り橋（岩子）】
　世界的にも珍しい主

しゅとう

塔が片側のみの非対称PC
構造の吊橋である。堤防を歩くと、荒川が大きく
蛇
だこう

行するのがわかる。

【烏山大橋（旭）】
　那珂川に架かる長さ532mの白い斜

しゃちょうきょう

張橋である。
橋の両側には遊歩道とバルコニーが設置されてい
る。那珂川の流れや四季折々の里山の風景が楽し
める。橋の両端には駐車場もある。

【志鳥の傘藤（志鳥）】
　樹高約13mの榎

えのき

の大木を覆
おお

うように巻き付いた
藤である。花の時期には天然の藤

ふじだな

棚となる。

【オオガネクジラ化石産地と大金層（高瀬）】
　高瀬大橋付近では荒川右岸の崖

がけ

に大金層が見ら
れる。オオガネクジラはここで発見された。

なすからの景観7
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【栄
えいで

出の滝（小倉）】
　荒川と支流の長者川がつくる落差約10ｍの斜瀑
である。本流の荒川と支流の長者川で、下

かこく

刻作用
（川底を削り低くなる）の大きさが違うため生じ
た滝である。河川改修工事により、栄出の滝の対
岸にアクセスしやすくなった。

【滝田の大滝（滝田）】
　侵

しんしょく

食されやすい中生代の地層（下流側）と、新
生代の固い火成岩の地層（上流側）により形成さ
れた滝である。

【木戸不動尊（小原沢）】
　茂木町との境界近くの断崖絶壁に建つ、舞台造
りの珍しいお堂である。お堂脇の崖

がけ

には、約1,800
万年前の火山灰や火

かさいりゅうたいせきぶつ

砕流堆積物の地層が見られ
る。

【太平寺の紅葉（滝）】
　天台宗の古

こさつ

刹で、蛇姫伝説のモデルとなった
「於

おしかひめ

志賀姫」や烏山藩主大久保家代々の墓がある。
県指定文化財の千手観音菩薩立像や天

てんがい

蓋のほか、
仁王門など市指定文化財₇件がある。樹齢200年
余のカヤの大木やカタクリの群生、紅葉、雪景色
など四季折々の景色を楽しめる。

【国見の棚
たなだ

田（小木須）】
　国見峠展望台の眼下に、谷

やつ

津地形を利用した棚
田やミカン園が広がる。農林水産省の「日本の棚
田百選」に選定されているが、耕

こうさくほうきち

作放棄地が目立
つ。

【篭
かごやま

山の奇岩群（川南）】
　山中に多数の火山性堆積岩の奇岩が林立する。
植生も豊かである。地主や有志の方々により、整
備されている。
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【年代の決め方】
　考古学で最も基本となるのが、出土した遺

いぶつ

物の
年代を決めることである。これを編

へんねん

年作業という。
縄文時代のように、文字のない時代の遺物の年代
を決定する方法として、相対年代と絶対年代の２
つが用いられている。
　相対年代の基本は「上の地層から出土する遺物
は、下の層の遺物より新しい」という、地学の「地
層累

るいじゅう

重の法則」を貝塚の発掘などに応用したもの
である。それぞれの層から出土した土器を細かな
型式に分けて比較し新旧を決定した結果、縄文時
代は草創期・早期・前期・中期・後期・晩期の６
時期に大きく分類され、さらに細分されている。
　絶対年代は理化学的な方法である。具体的には
放射性炭素（¹⁴C）が、約5730年で崩

ほうかい

壊し質量が
半分になる性質を利用して、試料中の炭素濃度を
測定する方法である。現在は¹⁴C原子を直接計数
する方法（AMS法）を用いる場合が多い。

【縄文時代の暮らしとその変化】
　縄文時代はイネやムギなどの穀物栽培以前の社
会で、人々は自然の恵みを食料としていた。貝塚
や低湿地の遺

いせき

跡に残された当時の食料に関する遺
物から、縄文時代の人々はシカやイノシシなどの
獣の肉のほか、海や川の魚、クリやドングリなど
の木の実を食べていたことが分かっている。また、
道具の変

へんせん

遷の歴史からみた場合、鉄や銅といった
金属の道具を使用する以前の石器時代に位置づけ
られ，人々は石や骨、木や草といった自然の材料
を加工して様々な道具を製作し使用していた。
　¹⁴Cを利用した年代測定によれば、縄文時代は
１万年以上続いており、その間には環境変化に伴
ういくつかの大きな社会的な変化がみられる。な
かでも大きな契機は、気候の温暖化による植生の
変化と、その後の寒冷化による冬季豪雪地帯の形
成であった。西日本の森は照

しょうようじゅりん

葉樹林化が進んだの
に対し、東日本ではブナやトチなどの落

らくようこうようじゅ

葉広葉樹
の森が形成されたのである。

　この変化に対して、縄文時代の人々は暖かい
地域へ移動することなく、新たな環境へ適応す
ることで極めて特色ある石器時代文化が形成さ
れた。今から約７千年前の縄文時代前期には、
祖先の墓と広場を中心にして竪

たてあな

穴住居や大形の
掘
ほったてばしらたてもの

立柱建物などがそれらを取り囲むように建てら
れた「環

かんじょうしゅうらく

状集落」と呼ばれるムラが形成されるよ
うになる。こうしたムラには、まつりのための特
殊な建物なども作られる場合があり、共同生活が
営まれていたことが分かる。本市では鴻野山の
後
うしろくぼ

久保遺跡や、中山の冨士ヶ丘遺跡などでこの時
期のムラが確認されている。

【縄文時代中期のムラの成立】
　続く約５千年前の縄文時代中期になると、
袋
ふくろじょうどこう

状土坑と呼ばれる貯蔵穴を伴う集落が一般化す
る。袋状土坑には穴の深さや直径が２ｍを越える
ものもあり、木の実や根

こんけいるい

茎類を貯蔵していたと考
えられている。この時期から後期の前葉まで東日
本では大規模な集落が出現しており、なかには数
百年も継続した例もある。なすから地域では上川
井の新

しんどうだいら

道平遺跡、鴻野山の荻
おぎのだいら

ノ平遺跡、中山の
白
はくさんだいら

山 平遺跡、興野の羽
はば

場遺跡などがあり、これ
らの集落が２km程度の距離で同時に存在してい

曲畑遺跡で確認された遺構

1 なすからの縄文時代
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たことがわかっている。なかでも曲

そりはた

畑遺跡は集落
全体が発掘調査されており、この時期のムラのよ
うすを理解する上で重要な遺跡となっている。そ
れでは、なぜこのように高い密度でムラが形成さ
れたのだろうか。
　縄文時代には、薄く割られた剥

はくへん

片の形を整えて
弓矢の先に付けた石

せきぞく

鏃（やじり）や、スクレイパー
とよばれる解体具のほかに、石皿・磨

すりいし

石・敲
たたき

石な
どの製

せいふんぐ

粉具が基本的な石器であった。中期以降に
は粗く割られた剝片を分

ふんどうがた

銅形や撥
ばちがた

形に整形した、
打

だせいせきふ

製石斧とよばれる石器が急増する。この石器は
従来、土掘り具と考えられていたが、厚い刃の形
やその摩

まめつ

滅状態からクズやワラビ、ユリなどの根
からデンプンを採取するための粉

ふんさいぐ

砕具として使用
された可能性が指摘されている。また、以前から
縄文時代の環状集落は、一年中豊富できれいな水
が利用できる、湧

ゆうすいてん

水点の近くに立地するという特
徴が指摘されていた。近年の研究では、飲み水や
調理の問題だけでなく、植物質食料の確保が、立
地に大きく関わっていたことが明らかになってい
る。落葉広葉樹を燃やした灰を熱湯に溶かし、そ
れにトチやドングリの実を浸してタンニンなどの
成分を中和し、最後に水にさらして苦みの成分で
あるアクを抜く技術の獲得である。トチの実の皮
が多量に出土する遺跡と、アク抜きのための水さ
らし場と考えられる木組み遺構が出現する時期
を確かめると、それらが確立したのが縄文時代
中期後半の時期であったと考えられる。このアク
抜き技術の獲得は、自然の植物を食料としていた
縄文時代の人々にとっては大発見であり、以後、
堅
けんかるい

果類として最大であるトチの実だけでなく、多
様な植物を食用化することが可能となり、食生活
の安定に大きな役割を果たしたのである。

【道具の発達】
　生業に関わる技術の改良として、中期後半にな
ると土器片で作った土

どすい

錘や扁
へんぺい

平な河原石を用いた
石
せきすい

錘が急速に普及している。これは刺
さ

し網
あみ

のおも
りと考えられ、河川での網漁が活発化した様子が
うかがえる。土錘や石錘は流速や河床などの環境
の違いにより使い分けられており、縄文人の適応

力の高さに驚かされる。生業以外の道具としては
木材の伐採や加工具である磨

ませい

製の石斧が普及し
た。用途に応じて多様な大きさのものがあった。
この斧の石材のなかには那珂川や荒川流域では産
出しない、稀少な石材も含まれている。これらは
北陸地方などとの交易によりもたらされていたこ
とが分かっている。
　縄文時代後期中葉以降は、大型の遺跡の数は減
少する傾向が認められる。本市を代表する後期か
ら晩期の遺跡としては、前述の荻

おぎのだいら

ノ平遺跡、向田
の滝

たきかわまえ

川前遺跡、下境の鳴
なるいうえ

井上遺跡などがある。こ
の時期は、それ以前の時期に比べて土器の種類も
多様化し、深

ふかばち

鉢形土器・浅
あさばち

鉢形土器といった基本
的な形に加えて、急須の形をした注

ちゅうこう

口土器なども
作られている。また、石

せきぼう

棒や土
どぐう

偶といった祭
さいし

祀的
な遺物や、耳飾りや垂

たれ

飾り、腕輪などの装身具が
一段と発達している。これらの道具には精巧な文
様が施され、赤や黒色の漆

うるし

でみごとに彩色された
漆
しっき

器類も出土している。これらは一般の生活用具
と考えるよりも、特別なまつりの場などで使用さ
れた道具だと考えられている。社会が複雑化する
に従って、集団のまつりが重要視されるように
なったようである。

那須烏山市内の縄文時代遺跡分布図
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【横穴墓とは】
　今から1800年ほど前、土を高く盛り上げ高塚を
築き有力者（豪族）を埋葬するという墓制が始まっ
た。この高塚は古墳と呼ばれ、それから400年ほ
どにわたり、全国各地に様々な大きさや形式の古
墳が数多く築かれたことから、この時期は古墳時
代と呼称されている。
　横穴墓は、古墳時代の後半ごろ（1600年ほど前）
に北部九州地方で発生した墓制で、その後、九州
地方から全国各地に伝播していったと考えられて
いる。
　特徴として、古墳のような盛り土（墳

ふんきゅう

丘）を持
たず、軽石凝

ぎょうかいがん

灰岩などの柔らかく加工しやすい地
層を選び、丘

きゅうりょう

陵斜面や河川の崖
がけ

面などに横穴を
掘りこんで造墓しており、数基から数十基の単位
で集団墓を形成している。
　掘り込んだ横穴には、墓前で葬

そうそうぎれい

送儀礼などを行
う小広場（前庭部）や入口部（羨

せんもん

門）、棺を搬入す
る通路（羨

せんどう

道）、死者を埋葬する部屋（玄室）など
の施設が設けられ、入口を開けば何度でも埋葬（追
葬）が可能となっている。

【横穴墓の分布】
　横穴墓は、北九州地方から全国各地に伝播して
いったが、墳丘を持つ古墳とは異なり、築造にあ
たって地形や地質などの自然条件の制約を受ける
ことから、全ての地域に定着したわけではなく、
地域的な偏りが見られる。
　栃木県は、その中でも全国有数の横穴墓が集中
している地域として知られており、宇都宮市の「長
岡百

ひゃくけつ

穴」や那珂川町の「唐
からのごしょよこあな

御所横穴」など、その
特異な景観から著名な史跡や観光地となっている
横穴墓も存在する。
　特に那須烏山市を含む県東部地域は、県内最大
の横穴墓の密集地域となっており、本市のみならず
周辺の市町でも多くの横穴墓を見ることができる。

【那須烏山市の分布状況】
　本市の横穴墓の分布状況を詳しく見ると、下表
のとおり、10箇所（群）で88基余りが確認されて
いる。南那須地域に₈群、烏山地域で₂群と、市
内においても地域的な偏りが見られる。

名　称 基数 所在地（旧町・大字）
小志鳥 32 南那須 志鳥
山崎 6 南那須 熊田
古館 7 南那須 三箇
向山 12 南那須 南大和久
鴨毛 2 南那須 大里
岩穴 6 南那須 曲田
芝下 9 南那須 曲田
吉原 3 南那須 曲田
中山 2 烏　山 中山

大日向 9 烏　山 落合
※書籍等に記述があるものの、現在は確認できない横穴

墓もある

【南那須地域の横穴墓】
　県中央平地部の東側を占める喜連川丘陵が地形
の大部分を占めている。これらは、火山の噴出に
よる粗

そりゅう

粒の軽石凝灰岩層や土砂の堆積層が主体と
なり、風化が進むと急傾斜の崖を形成して丘陵や
段丘に露

ろしゅつ

出することが多い。また、丘陵に沿うよ
うに那珂川支流の荒川・江川、その他小河川が網
の目状に流れており、河川の浸

しんしょく

食作用による河岸
段丘が発達している。
　本地域の横穴墓を河川の流域で分類すると、江

曲田横穴墓群

なすからの横
おうけつぼ

穴墓2
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川・岩川流域と荒川流域の２つのグループに分け
られる。
　江川・岩川流域には、小志鳥横穴墓群・山崎横
穴墓群の２群が存在する。小志鳥横穴墓は、32基
という数もさることながら、丘陵崖に横穴墓が上
下左右に連なる独特な景観は見ごたえ十分で、栃
木県を代表する横穴墓となっている。
　荒川流域は、上流部に古

こだて

館横穴墓群、中流部に
向
むかいやま

山 横穴墓群が存在する。向山横穴墓群は、段
丘崖に軽石凝灰岩が斜めに堆積している層を選ん
で掘

くっさく

削している。当時の人々が、同じ崖面でも柔
らかく加工が容易な地層を選んで墓を築造してい
ることが確認できる例として貴重である。近年、

周辺の藪
やぶ

や立木を伐採したため、横穴墓が斜めに
並ぶ姿が対岸から良く観察できるようになった。
　荒川の下流部は、県内最大の横穴墓の密集地域
となっている。荒川からやや奥まった大里・曲
田地区の丘陵崖に所在する横穴墓（鴨

かもげ

毛・岩
いわあな

穴・
芝
しばした

下・吉
よしはら

原）は、４群が約２kmの狭い範囲に集
中しており、築造された時期や横穴墓どうしの関
係性が注目される。
　岩穴横穴墓群は、後世の信仰の対象とされ、墓
内部の壁面に仏像（室町時代）が刻まれるなど、
本地域の歴史を知る上で重要な横穴墓である。

【烏山地域の横穴墓】
　烏山地域は、中心部を南流する那珂川の両岸域
に河岸段丘が発達し、人々の生活の場となってい
る。左岸と右岸とでは地質に大きな差が見られ、
様相が大きく異なっている。

　左岸地域は、八溝山系の標高の高い山
さんりょう

稜が南北
に連なり、主に火山性の硬い岩質となっているこ
とから、本地域には横穴墓は確認されていない。
　右岸地域は、那珂川の南那須地域から続く丘陵
地帯となっており、中山地区に中山横穴墓群、落
合地区に大

おおひなた

日向横穴墓群が存在している。
　中山横穴墓群は、江川・岩川流域に隣接する丘
陵地内、大日向横穴墓群は、荒川下流域の奥まっ
た丘陵に存在していることから、これらの横穴墓
は、烏山地域に存在しているものの、地形的に見
て江川・岩川流域、荒川流域のそれぞれのグルー
プに属する横穴墓であると考えられる。

【まとめ】
　本市の横穴墓の分布状況を見ると、他地域と同
様に分布に偏りがあり、南那須地域及び烏山地域
の那珂川右岸の喜連川丘陵や、河川浸食による段
丘崖などに限定されていることが分かる。
　これらの地層には、加工が容易な軽石凝灰岩が
堆積し、掘削道具が発達していなかった時代でも
掘りやすい地層であったことから、当時の人々は
これらの場所を選んで墓を築いたのであろう。
　横穴墓の多くは、長年にわたる崖の浸

しんしょく

食や崩
ほう

落
らく

により我々の目に留まることになった。調査など
で横穴墓に立ち入ると、苔むした壁面に当時の掘
削道具の痕が残され、墓地としての威厳と信仰の
対象としての厳

おごそ

かな雰囲気が感じられる。
　本市が県内屈指の横穴墓の密集地域であること
は誇るべきことである。今後、学術的な研究の進
展とともに、地域の文化遺産としての保存・活用
が図られて行くことを期待したい。

向山（十二口）横穴墓群 中山横穴墓群



30

な
す
か
ら
の
歴
史

Ⅲ

【はじめに】
　栃木県北東部を流れる那珂川、その支流 箒

ほうきがわ

川
との合流点は、侍塚古墳をはじめとする前方後方
墳や唐

からのごしょおうけつ

御所横穴などの横穴群、日本三古
こひ

碑である
那
なすのくにのみやつこのひ

須国造碑が造営された地域である。このほか
にも古代那須郡役所である那須官衙遺跡、白鳳寺
院である浄法寺廃寺跡・尾の草遺跡、畿内と陸奥
を結ぶ東山道、那須与一に代表される那須氏の城
館跡を代表する那須神田城跡など国宝、国指定史
跡が集中する。
　この地を舞台に今から350年以上も前の元禄期
に水戸光圀・佐

さっさ

々宗
むねきよ

淳・大金重貞等による日本で
始めての学術目的となる発掘が行なわれている。
平安時代に編さんされた『国造本紀』には栃木県
域に「下毛野」「那須」の２国造がみえ、下毛野
国造は鬼怒川・田川・思川、那須国造は那珂川流
域を中心とした勢力と考えられる。那珂川流域は
常
ひたち

陸（現在の茨城）や陸奥国との関わりが深く、
地理的、水系的に多方面との交流が可能な独自文
化圏を形成し、「古代那須国」とも称されている。

【古代国家と那須】
　７世紀後半になる
とわが国では律令国
家の整備が進めら
れる。陸奥国支配・
蝦
えみし

夷施策など領域支
配の要衝である下野
国では、持統元（687）
年、 ３（689）年、 ４

（690）年に帰化新
しらぎ

羅
人が配置されるなど
進んだ文化がもたら
された。那須国造碑
は、永昌元年（唐［周］
新羅年号・西暦689
年）に那須国造から
評督となり、庚子（日

本干支・西暦700年）に死去した那
なすのあたいいで

須直韋提の墓
碑である。蓋

がいしゅひ

首碑という笠石をのせる形態や漢文
による高度な文字表現に新羅人の関与がうかがえ
る。浄法寺や尾の草遺跡から出土する瓦の文様や
技術系譜、那須烏山市沢村神社に伝わる小金銅仏
は新羅仏とされ、新羅などの渡来文化の影響がう
かがえる（図１）。
　下野国は足利・梁田・安蘇・都賀・寒川・河内・
芳賀・塩谷・那須の九郡あり、那須郡には、那須・
大笥・熊田・方田・山田・大野・武茂・三和・全倉・
大井・石上・黒川の十二郷からなる。特に那須地
域は正倉院蔵の「下毛野奈須評□二」銘の弓矢、
那須国造碑文などから、国造、評、郡という、古
代の地方行政組織の変遷が明らかとなっている。

（表１）

【古代那須郡役所　那須官衙遺跡】
　那須郡の役所である那須官衙遺跡は、₈世紀か
ら10世紀にかけて造営され、昭和15（1940）年『萪
□私印』（国重要文化財）の銅印発見により、注
目を浴びることになった。古瓦の散布から字名を
とって梅

うめそ

曽廃寺と呼ばれていたが、昭和30（1955）
年以降の調査で倉庫群が確認され、寺跡ではなく
郡役所であることが明らかになった（図２）。
　遺跡の範囲は、少なくとも南北200ｍ、東西600
ｍ以上あり、溝で囲まれた西ブロックは「倉」、
中央ブロックは実務的な「曹

ぞうし

司」施設から「倉」へ、
東ブロックは「政庁」、東南ブロックは、六角形
を含む掘立柱建物や竪穴住居跡からなる「館」と
呼ばれる交通に関わる施設から構成される。また、
西ブロックと中央ブロック間には、東山道と考え
られる道路遺構が認められ、延長上に浄法寺廃寺
跡がある。西ブロック内に瓦

かわらぶききだんたてもの

葺基壇建物（TG161）
があり、南北₆間（約27ｍ）、東西₂間（約10ｍ）

年  646 682 689 701 713

郡名等
の表記

・・那須国造 那須評督 那須郡司

 下毛野奈（那）須評  下毛野国那須評 下毛野国那須郡 下野国那須郡

表１　那須の表記の変遷

図１　小金銅仏（沢村神社）

古代那須国3
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の南北棟となる。瓦は、浄法寺廃寺系、下野薬師
寺系、下野国分寺系の軒先瓦が葺

ふ

かれ、築造時期
は₈世紀中頃と考えられる。宇

のきがわら

瓦の顎
がくぶ

部には、丹
に

が付着したものが認められる。建物の性格につい
ては調査段階から二通りの考え方がしめされた。
一つは、本遺跡中唯一の瓦葺丹塗建物であり、規
模からも正殿と考えるもの。もう一つは、西ブロッ
クが総柱式建物を中心とした倉庫群が「正倉院」
を構成していることから、この建物を特殊な倉で
ある「法倉」と考えるもので、現在は後者の説が
有力である。
　さらに、郡衙に関連する漆工房跡である上宿遺
跡、赤色顔料に伴う工房跡である上の台遺跡など
の手工業生産遺跡が東山道に沿い、那珂川左岸か
らの沙金や須恵器などが運搬される地点で認めら
れている。すぐ西にある駒形₆号古墳遺跡では、
９世紀後半の竪穴住居が発見され、「南

みなみぞうし

曹司」「法
南」など多数の墨

ぼくしょ

書土器が出土している。「曹司」
とは役所での実務的施設をさす用語であり、この
地点が墨書土器のしめす那須郡衙の「南」３km
に位置すること、古墳時代からの祭祀遺跡である

三和遺跡や延喜式内社である三和神社など当地域
の伝統的地域での生産遺跡と陸上、水上交通が交
差する地点で「南曹司」とされる施設の存在を積
極的に評価することができる。

【那須の産業　産金】
　健武山神社は馬頭町健武にあり、社伝には大同
元（806）年創建とある。承和₂（835）年「下野国武
茂神に従五位下を授け奉る、この神は沙金を採る
山上に座する」『続日本後紀』の記事がみえ、健
武山神社付近の武茂川流域での産金が考えられ
る。東大寺廬

るしゃなぶつ

舎那仏（奈良の大仏）は聖武天皇が
天平15（743）年に造営を発願し、４年後に鋳造を
開始している。大仏の表面を鍍金するために必要
な「金」は、それまで我が国で産出されていなかっ
たが『東大寺要録』には下野国での金産出が天平
19（747）年に報告されたとし、天平21（749）年の陸
奥国小田郡から大量の金がもたらされ年号が天平
感宝となる『続日本紀』より₂年早い記述がみえ
る。さらに、康保₄（967）年に下野国から朝廷に
納める交易雑物に砂金150両、練金（金塊）84両が
みえ、砂金採取は徭

ようふ

夫を使い、その食糧は正税を
あてることから官が直接的に採取にあたったこと
がわかる『延喜式』。当時、陸奥とこの下野那須
でのみ金の産出が可能であったことから特に国家
的な「稀少資源」であると共に「神」として中央
から重要な存在となっていたことが推定できる。
以後、黄金の国ジパングとされる日本における産
金のまさに嚆矢として位置づけることが可能であ
る。

【おわりに】
　各時代にわたり、重要な遺跡が集中する那須地
域は、那珂川による交流、東山道による交通、陸
奥国への入口、蝦夷施策の最前線、豊かな自然・
地下資源により、隆盛を迎えてきた。これこそが

「古代那須国」と呼ばれる最大の由縁なのである。

図２　那須官衙遺跡と出土遺物

遺跡全体図

出土
墨書土器

「厨」「万」

銅印

刻書瓦「山田五十戸」

TG161出土軒先瓦瓦葺基壇建物（TG161）



32

な
す
か
ら
の
歴
史

Ⅲ

【東山道とは】
　古代の行政区画を指し、当時の政治の中心地か
ら東の東北地方にかけての内陸部の地域（近江、
美濃、飛騨、信濃、武蔵、上野、下野を、のちに、
陸奥、出羽を加え、771年武蔵を除いた８か国）を
指す。
　これは、これまでの豪族を中心とした政治から
天皇を中心とした政治へと移り変わる大化の改新
は、皇

こうぎょくてんのう

極天皇₄（645）年６月14日の乙
いっし

巳の変に始
まる一連の国政改革の一環として、全国を七道（山
陽道、山陰道、東海道、東山道、北陸道、南海道、
西海道）に区分した。その行政区の中を通る道路
を駅路として整備した。
　この駅路を含む交通制度は、大宝元（701）年に
制定された大宝律令、その後の養老律令に駅制、
伝
でんま

馬制の古代の交通制度が規定された。

【駅路とは】
　駅路は都（当時は平城京）を起点に、都と地方
を結ぶ路で、中央と地方の情報伝達のために設け
られた通信制度で、律令制に駅制で使用すると規
定された官道（現在の高速道路、国道）である。
駅路は、山陽道と西海道の一部（都から大宰府）
を大路、東海道、東山道を中路、その他を小路と
して区分している。
　駅路には約16kmごとに駅

うまや

家が置かれていた。
駅家は、乗り継ぎ用の駅馬や宿泊、休憩、食事な
どを提供する施設で、その役割を持つ駅戸が配置
され、駅子が出て、馬の世話などにあたり、駅戸
の中から駅長を一人任命し、その管理にあたらせ
ていた。
　この駅家に置かれた駅馬は、大路にあっては20
頭、中路では10頭、小路では₅頭と規定されてい
た。
　駅馬は、諸国との間の緊急連絡、公文書の伝達、
特別の用務による官人の旅行などに使用され、そ
の利用にあたっては、利用証として駅鈴を携行す
る決まりがあった。

【下野国内の東山道駅路】
　下野国内は₉郡（足利、‑、安蘇、都賀、寒

さむ

川
かわ

、河内、
芳賀、塩

しおのや

屋、那須）に分けられ、足利、三
みかも

毳、
田

たべ

部、衣
きぬかわ

川、新
にいた

田、磐
いわかみ

上、黒川の７駅に駅家が置
かれていた。但し、これは平安時代の法律『延喜
式』に書かれているもので、それ以前の奈良時代
に駅家が置かれた名前は不明である（東海道駅路
がある常陸国では『常陸国風土記』の中で奈良時
代の駅名が記載されている）。この新田駅家が、
那須烏山市鴻野山地区の長者ヶ平遺跡の可能性が
ある。郡と郡を連絡する道路を伝路といい、安蘇、
都賀、芳賀、塩屋、那須郡には、伝馬が5頭ずつ
置かれていたとされている。
　下野国内の初期の東山道駅路として、調査例で
確実なものは、下野市（旧国分寺町）北台遺跡か
ら両側溝のある約12ｍの路面がある道路遺構が確
認されている。この側溝から₇世紀後半～₈世紀
初頭の土師器が出土している。
　ここから、宇都宮市と上三川町酒井の上

かみこうぬし

神主・
茂

もばらかんがいせき

原官衙遺跡を通り、杉村・杉村北遺跡を通過す
ることが分かっている。
　杉村・杉村北遺跡は駅路が直線で400ｍ以上確
認され、大きく₃回の改修が確認できている。初
期は₈世紀中頃で、路面幅約10～14ｍ、最終が9
世紀中頃以降で、路面幅約６ｍと路面が縮小され
ている。この杉村・杉村北遺跡を北東に進むと岡
本台地の東端に立地する上野遺跡があり、更に北
上する旧河内町の釜根遺跡、日枝神社南遺跡で確
認された駅路になる。日枝神社南遺跡は約８ｍの
道路幅が確認されている。
　この日枝神社南遺跡から東へ進み、鬼怒川を渡
河すると那須烏山市鴻野山地区の厩

うまやくぼ

久保遺跡、助
治久保遺跡、上川井地区の新道平遺跡等の駅路を
通過し、那須郡衙（那須郡家とも言い、那須郡の
役所）に至る。

【那須烏山市内の東山道駅路】
　東山道駅路は、旧氏家町、旧喜連川町と旧南那

なすからの東山道駅路4
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須町との町境に残る道幅２ｍほどの小道で、地元
では「将軍道」と呼ばれていた。これを裏付ける
資料として、文久元（1866）年、「上川井村絵図」
に将軍道としての記載がある。また、明治43（1911）
年₅月発行の大日本帝國陸地測量部による遺跡周
辺の₅万分の₁地形図には「将軍道」として、町
境の小道が記載されており、古くから知られてい
ることがわかる。
　この小道を県営広域営農集団地農道整備事業

（通称八溝グリーンライン）に伴い昭和63年から
平成元年にかけて栃木県教育委員会による確認調
査が実施された。
　調査は、丘陵と丘陵の間の低地で部分、丘陵の
裾部、斜面、平坦部付近で行われ、道幅12ｍの側
溝がある路面を確認した。側溝や路面から、₈世
紀代の土器が出土した。このことから、路面は古
代の東山道駅路で、県内初の確認となった。
　少し詳しくみると、低地の部分では、砂やロー
ム（関東ローム層の黄褐色の土）を混ぜて盛土と
し、硬く叩きしめて路面としている。また、丘陵
の裾部では地山の黒色土を削平し、ロームや砂等
を混ぜて盛土し、路面として利用していた。
　路面は大きく₃回の改修があったことがわかっ

ている。初期の路面は両側に側溝をもつ、約12ｍ
の路面幅の道路。側溝の底付近から土器が出土し
ている。次が両側溝をもち路面幅６ｍの道路とし
て利用している。ここからは９世紀前半代の土器
が出土している。
　なお、この調査時の路面の剥

は

ぎ取りをしたもの
が那珂川町なす風土記の丘資料館に展示されてい
る。

【まとめ】
　市内での東山道駅路の調査後、県内では多くの
遺跡で調査例が増え、実態が徐々に明らかとなっ
た。
　奈良時代に造られた初期の駅路は、路面幅約12
ｍ、後の平安時代に造られた駅路は、路面幅は約
６ｍのものである。丘陵部分は削りとり、低地部
分は盛土をし、できるだけ早く目的地に着くため
に直線的に造られた。現代の高速道路のようなも
のであった。

長者ヶ平遺跡と東山道駅路

道路遺構の断面（南西から）
下野国内の東山道駅路と関連遺跡
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【長者ヶ平遺跡とは】
　長者ヶ平遺跡は那須烏山市鴻野山字長者ヶ平に
所在し、喜連川丘陵上の平坦面に位置している。
標高は約200ｍで、遺跡周辺は東に荒川支流の長
者川、西に小貝川支流の大川が南流している。遺
跡は、享保₈（1733）年、湯津上村（現大田原市）
の木曾武元による『那

なすしゅういき

須拾遺記』巻之十五の中に
焼米（炭化米）が多く採集出来る地として記され
ている（木曾 1733）。また、地元で八幡太郎義家（源
義家）による長者屋敷の焼き討ち伝説の地として
語り継がれてもいる。
　遺跡は、平成13（2001）年度から平成17年度に栃
木県教育委員会の委託を受けた（財）とちぎ生涯学
習文化財団埋蔵文化財センターにより、遺跡がど
れだけ残されているか、遺跡の範囲はどこまで
なのかという、範囲確認調査が実施された（板橋
他 2007）。また、平成23（2011）年度からは那須烏
山市による範囲確認調査も実施している。
　その結果、掘

ほったてばしらたてものあと

立柱建物跡、礎
そせきたてものあと

石建物跡、竪穴建
物跡、大型の土坑、区画大溝、道路遺構などが確
認された。
　遺跡の範囲は、南北220ｍ、東西350ｍ以上、北
側の丘陵張り出し部分も含めると南北は370ｍ以
上となる。遺跡は、建物配置、出土土器等から奈
良・平安時代の官

かんが

衙（役所）であることがわかった。
さらに、遺跡の北側を通る東山道駅路や遺跡の西
側に接し、地元で「タツ街道」と呼ばれている小
道も古代に遡る道路であることがわかった（木下
2007）。
　このことから、遺跡は現在も良好に残っている
こと、古代の交通の重要な場所にあり、古代国家
の交通体系や国と地方の支配体制を示す貴重な遺
跡であることなどから、2009（平成21）年₂月12日
付けで国の史跡に指定された。

【遺跡の概要】
　これまでの確認調査により、遺跡の最も平坦な
部分には正

せいでん

殿、東西脇
わき

殿
でん

、南門がある政
せいちょう

庁（政務

や儀式を行う場所）域があり、これらの建物がコ
の字型に配置されている。また、政庁内の建物は、
₂～₃回の建て替えが行われていることがわかっ
ている。
　正殿は、南・西・東の₃方に廂が付く建物である。
東西脇殿は桁

けたゆき

行総長（長さ）は約36ｍで、梁
はりゆき

行総
長（幅）は4.8ｍである。
　政庁の西側は、掘立柱建物を中心とした建物。
掘立柱建物から礎石建物に建て替えられている。
建物群は、東西方向に建物をそろえて建てられて
いる。また、北・西・南の三方のみを幅４ｍ、深
さ１ｍの大溝が逆コの字型に区画している。大溝
の内側に総柱式の掘立柱建物群を₆列以上、礎石
建物群を₆列確認している。建物の中には、稲の
穂の断片が付着した炭化米も出土している。
　これらのことから、この建物群は、稲等を保管
した倉庫（正

しょうそう

倉）であることがわかった。
　遺跡は，焼け米（炭化米）が多量に出土してい
ることから、倉庫が火災にあったと推測されてい
たが、確認調査により実際に₅棟が火災にあった
ことが判明した。いずれも、₈世紀後半から₉世
紀代と考えられている。
　また、政庁の東側にも倉庫群が建ち並ぶが、西
側の倉庫群のように大溝によって区画されていな
い。
　政庁域の北側には、東西幅約120ｍ×南北長約
150ｍにわたる土地の張り出しがあり、その中央
付近に掘立柱建物と竪穴建物を確認している。掘
立柱建物₄棟のうち₂棟は、柱と柱の間が狭く、
特殊な建物とみられる。この地点は、東山道駅路
を見下ろすことが出来る眺望がよい地点であり、
見張り台かもしれない。

【タツ街道】
　タツ街道は，遺跡の南方23kmに位置する芳
賀郡

ぐんが

衙（今の県庁の出先機関、出張所）である
「堂

どうほうだ

法田遺跡」から延び、長者ヶ平遺跡の西側を
通り、東山道駅路に接続する道路である。長者ヶ

長者ヶ平遺跡5
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平遺跡に接続する地点の道路幅は約₉ｍと広い道
路であることを確認している。北は塩屋郡衙まで
延びる可能性もあり、郡衙間を結ぶ連絡道の可能
性も指摘されている（木本 1993）。

【長者ヶ平遺跡の時期】
　長者ヶ平遺跡は，政庁成立の前後により，大き
く三時期（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期）に分けられる。Ⅰ期は、
政庁成立以前の大型掘立柱建物を中心とした時期
で、₈世紀前半以前。Ⅱ期は、政庁成立時期で、₈
世紀前半代から₉世紀後半代。Ⅲ期は、10世紀代
と考えられ，政庁廃絶後の小規模な掘立柱建物が
数棟建てられる時期。

【長者ヶ平遺跡の検討】
　長者ヶ平遺跡は、施設の構造や遺跡の範囲など
から、芳賀郡内に所在する官衙遺跡である可能性
は間違いない。その官衙としての性格を考えると
次の様な施設を想定できる。第₁案は、芳賀郡衙
の別院（出先機関）と考える案。第₂案は、東山
道駅路上の駅家の一つの芳賀郡の新

にいたのうまや

田駅家と考え
る案。第３案は、第₁・第₂案の施設が複合した
官衙と考える案である。
　発掘調査から知り得た情報から、交通機関に関
わる性格が含まれた遺跡の可能性は高いと思われ
る。

（引用文献）
木本雅康. 1993. 下野国の古代伝路について.『交通史研
究』第30号. 交通史研究会.
木下　実. 2007. 『東山道駅路発掘調査報告書』. 那須烏山
市教育委員会.
板橋正幸 他. 2007.『長者ヶ平遺跡』. 栃木県教育委員会・

（財）とちぎ生涯学習文化財団.

長者ヶ平遺跡全体図
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【八溝という地域】
　八

やみぞ

溝山は、栃木県・茨城県・福島県の県境に沿っ
て南北に長く続く山地である。標高1,022ｍの八溝
山を主として、北から八溝・鷲

とりのこ

子・鶏
けいそく

足・筑
つくば

波の４
つの山からなり、周囲に流れる那珂川・久慈川とそ
の支流によって長い時間をかけて河

かがんだんきゅう

岸段丘という地
形がつくられている。自然にできた平らな地形には、
大昔から人々が生活していた痕

こんせき

跡である「遺
いせき

跡」が
数多く残されている。八溝山は、安

あんざんがん

山岩・花
かこうがん

崗岩
で形成された山であり、花崗岩は金属成分を豊富
に含む岩石である。それが風

ふうか

化・浸
しんしょく

食を受けて川
に流れ込むため、那珂川や荒川、武

むも

茂川などでは、
砂
さてつ

鉄や砂
さきん

金などが古代から豊富に採取できた。八
溝山を中心とした地域は、鉱物資源と森林、水に恵
まれた地域なのである。

【鉄づくりとは】
　考

こうこがく

古学の世界では、鉄の素材や鉄製品をつくる
ことにかかわった遺跡を「製

せいてつ

鉄遺跡」と呼んでいる。
鉄づくりは複雑で様々な工程に分かれており、それ
ぞれの技術の痕跡が見つかっている。東日本では、
鉄の原料は川や海で採取する砂鉄である。砂鉄か
ら純度の高い鉄素材をつくるためには、つくりたい

量の10倍の量の砂鉄が必要になる。
　砂鉄に含まれている不

ふじゅんぶつ

純物を、製
せいてつろ

鉄炉で木炭と
一緒に高温で熱して炭素と結びつけて溶かし出す

「製
せいれん

錬」を行うことで、純度の高い鉄をつくる。製鉄
炉がつくられるのは、水が豊富な沢の近くで、日当
たりのよい南か東側の斜面、作業のできる平場のあ
る斜面であることが多い。さらにつくりたい鉄の12
～13倍の量の木炭が必要であるため、森林の近く
が選ばれる傾向がある。出来上がった鉄の素材は、
成分を調整する精

せいれん

錬、叩
たた

き鍛
きた

えて形をつくる鍛
かじ

冶
（鍛

たんぞう

造）、溶
と

けた鉄を型
かた

に流して形をつくる鋳
ちゅうぞう

造など
を経て、鉄製品となる。それぞれの設備や工房、材
料を集めるためにもたくさんの人員と専門的な知識
が必要になるのが、鉄づくりであった。
　鉄や鉄製品を生産できるということは、多くの労
働力と交

こうえきりょく

易力をもち、高度な技術を得て実践するこ
とができた権力者が存在したことをあらわしている。
鉄製農具・工具を使うと、作業効率や生産効率はお
よそ７倍に上昇すると言われる。鉄生産は、より多く
の財を蓄

たくわ

える、武器として使うなど人々の生活を大き
く変化させた。
　鉄づくりに使う炉

ろ

などの設備は、最終的に壊され
ることが多いために、遺跡からは焼けた粘土や飛び
散った細かい鉄の破片、砂鉄の不純物が多く含まれ
た「鉄

てっさい

滓」という鉄の塊
かたまり

が主な痕跡として見つかる。
この種類によって、どのような役割を持っていた遺
跡なのかを判断することができる。
　日本には、まず完成した「鉄製品」が伝わってきた。
その後、鉄製品を加工する「鍛冶」の技術、そして砂
鉄や鉄鉱石から鉄素材作り出す「製鉄」技術が伝わっ
て広がった。それぞれ伝わってきた時期に差がある。
　那須地域で確認されている一番古い鉄製品は、
古
こふん

墳の副
ふくそうひん

葬品として見つかる鉄
てつけん

剣や鉄
てつとう

刀、鉄製の
工具などである。古墳時代までの鉄製品は、有力
者が権力の象徴として所有していた。この頃には鉄
製品を加工する技術はまだ東日本には伝わってい
ないため、鉄製品は基本的に輸

ゆにゅう

入品と考えられる。
古墳時代の中頃（５世紀中ごろ～６世紀）には鍛冶鉄づくりの工程

古代八溝の鉄生産6
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の技術が伝わり、製錬技術が伝わるのは、奈良・
平安時代（８世紀以降）になってからである。

【鉄づくりと那須地域】
　飛鳥時代になる７世紀から８世紀にかけて、天皇を
中心とした律

りつりょうこっか

令国家の国営事業として、地方をとりま
とめる「役所」の建設や、都と地方の役所同士をつな
ぐ道路を敷

し

く工事が全国的に進められるようになる。
那珂川町の那

なすかんがいせき

須官衙遺跡（那須郡の役所跡）や、那須
烏山市・さくら市の長

ちょうじゃがだいら
いせき

者ヶ平遺跡（芳賀郡の役所跡
か）、東

とうさんどうえきろあと

山道駅路跡（道路跡）などが発見されている。
その大規模な建設事業をきっかけに、瓦

かわら

や須
すえき

恵器な
どの登

のぼ

り窯
がま

を使った焼物の技術、漆
うるし

や朱
しゅ

を使う加工
技術、建物の建設技術、仏教などの様 な々新しい文
化が各地に伝わってくる。役所の建設などには、釘

くぎ

や鎹
かすがい

などの建築資材や作業のための工具をつくる必
要があり、たくさんの鉄製品が求められた。
　８世紀後半頃には、国家は東北地方に勢力を延ば
すため、東国諸国に武具の製作や修理を命じ、武
器や武具の調達が積極的に進められたことが記録に
残っている。発掘調査では、大きな鉄

てっさい

滓や釘、貴重
な鉄製品などが出土するため、役所の周辺に専門的
な工房がつくられたことがわかる。
　９世紀後半になると、国が管理していた様 な々技術
が、地域の人々に広く伝わっていく。特に那珂川・荒
川の流域では複数の場所で鉄づくりが行われるように
なっていったことがわかっている。一般のムラでも貴

重だった鉄製品の
利用が増え、田畑
や土地を耕し、所
有地を広げて農業
が盛んに行われ、
地方の有力者の力
が増していく。
　古代の日本は、
荒れ地を自分で開

かい

拓
たく

・開
かいこん

墾した場所を私有地化できる、という法律が
あった。国は、国民から税として土地の範囲に応じた
稲などを納めさせていたが、その税を増やすためによ
り土地の開

かいこん

墾を奨励する。743年、「墾
こんでんえいねんしざいほう

田永年私財法」
という法律が出されたことにより、荒

あれち

地から新たに耕
たがや

した土地は永年で所有できることになった。これを
きっかけに全国的に寺社や地方の実力者たちが鉄製
品を駆

くし

使して開墾・開田を活発に行った。たくさんの
土地や作業する人 を々取りまとめ、たくさんの作物を
つくって権力を身につけ、財を成した「富

ふごうのともがら

豪之輩」と
呼ばれる有力者が登場した。
　この富豪之輩がいたと考えられているムラが、那
須烏山市で発見されている。北

きたはら

原遺跡（那須烏山
市高瀬）は、近くを流れる荒川から砂鉄をとっていた
と考えられる。この集落では、鍛

かじ

冶の痕
こんせき

跡のほか、砂
鉄から鉄を製

せいれん

錬した際に確認できる鉄
てっさい

滓がたくさん
見つかっており、鉄づくりのすべての工程を行って
いたと考えられる。また、多種多様な鉄製の工具や、
緑
りょくゆうとうき

釉陶器などの高価な陶
とうじき

磁器が発見されており、当
時の那須地域の中心となるような人々が生活してい
たムラであったと考えられる。
　ほかにも滝

たきたほんごういせき

田本郷遺跡（那須烏山市滝田）でも、一
連の鉄づくりが行われていた痕跡が残っている。緻

ちみつ

密
な鉄製品を使っていた大きなムラ・小

おなべまえいせき

鍋前遺跡なども
あり、国や役所の力や弱まっていく一方で、那須地域
の中心がなすから地域に移っていったことがわかる。
　飛鳥時代から奈良・平安時代にかけて、なすか
ら地域は国と地域の力が移り変わる重要な地域であ
る。発掘調査で明らかになっていない製鉄遺跡が、
まだまだ眠っている可能性が高い。なすから地域の
歴史が明らかになれば、古代の那須地域全域の歴
史がもっとくわしくわかるようになると考えられる。北原遺跡の位置図

北原遺跡で採取された鉄滓
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【なすから地域の城郭遺跡】
　城郭とは、「曲

くるわ

輪」という守られた平場を持つ、主に
中世から近世にかけて営まれた施設である。曲輪の周
りには土塁を盛り、あるいは堀（空

からぼり

堀・水堀）を掘るな
ど、地面を改変して築くことが多く、古墳と同じように目
に見えて残るので、今も山の中を散策することで発見
できる。また、かつて城郭があった場所には関連する
地名（例えば「城山」「内城」「外城」「山小屋」「根小
屋」「要害」など）が残ることが多いので、地名を手掛
かりに発見することもある。
　そうした城郭が、栃木県内では約500件、県北の那
須地域では約130件、遺跡として登録されている。その
うち、なすから地域（那須烏山市）には36件分布する。
　もちろん、なすから地域を代表する城郭は烏山城だ
ろう（詳細はⅢ-８を参照）。烏山城は、16世紀初頭ま
で上下２家に分かれていた那須氏のうち、下那須氏側
の本拠地だった（那須氏の歴史はⅢ-９を参照）。そし
て烏山城を中心に、その近辺には今も、出城や那須氏
の一族・家臣が営んだ城郭遺跡が多く残る。
　実はこれらの城郭の多くが、いつ築かれてどう使わ
れたか、ほとんどわかっていない。城郭そのものの歴
史を語る史料は少なく、多くの場合、当時の政治や合
戦の記録を基に推測するしかないのだ。本節では、
戦国時代初期に烏山城の周辺で起きた合戦の記録
（「那須文書」）を基に、なすから地域の城郭を紹介
していこう。

【享徳の乱となすから地域】
　享徳３年（1454）、鎌

かまくらくぼう

倉公方（室町時代の関東統
治機関である鎌倉府の長官）の足利成氏が、鎌倉府
の重役である関東管領上

うえすぎのりただ

杉憲忠を殺害したことをきっ
かけに、関東の有力な武家は成氏派と上杉氏派（室
町幕府が支援）に分かれて合戦を繰り返した（享

きょうとく

徳の
乱）。一般に関東では、これ以降を戦国時代と呼ぶ。
　乱の序盤、下野国（現栃木県）では烏山城主の那

なす

須
持
もちすけ

資が成氏に従い、康正２年（1456）３月には敵対す
る茂

もてぎ

木満
みつとも

知の茂木城を攻めた（地図）。だがこの時、
烏山城の近くでは、森田氏と向田氏が茂木氏に内応し

て持資から離反していた。そのため持資は、茂木城へ
の道として向田氏の拠点である向田城を通行できず、
おそらく那珂川を渡り、対岸の稲積城を中継基地にし
て、那珂川左岸を南進して茂木城に迫ったと思われ
る。まずはこの向田城と稲積城の２城を見てみよう。

【向田城跡と稲積城跡】
　向田城跡は、東西に流れる荒川が那珂川に合流する
近くの南岸に所在する。烏山－茂木間を結ぶ幹線（現国

写真１ 向田城跡の曲輪内部（2022.6.25）

地図　康正２年茂木城合戦の関連城郭

なすからの城郭遺跡7
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道294号）上に位置し、荒川の渡河点を押さえる交通の
要衝である。近くには塙

はなわまえ

前要害や篭
かごやま

山要害もあり、とも
に荒川・那珂川流域を監視していたと思われる。今では
土塁や堀などの目に見える遺構はほとんど失われたが、
曲輪や切

きりぎし

岸（斜面を削って造った城壁）の跡などが残
り、地形そのものは当時の姿を留めている（写真１）。
　一方稲積城跡は、向田城の対岸、那珂川左岸の低
湿地に孤島状に浮かぶ台地上に位置する。伝承によれ
ば、烏山城に移る前の那須氏の居城といわれている。
城内は御城・中城・下館・外城の４つの曲輪に分かれ、
南北800ｍ・東西300ｍにわたる広大な城域を持ち、現
在も大規模な土塁・空堀などの遺構を残す（写真２）。

　また稲積城の南東の山中には、茂木城に向かう持
資が通ったであろう古道が延び、背後の山上から、
おそらく稲積城の出城と思われる高館城・高館上の
城・大将古家要害の３城が、古道を監視している（地

図）。このように稲積城に到る道は、下那須氏本領へ
の入口として厳重に警備されていたと思われる。稲
積城が那須氏に関わる伝承を持つのは、おそらく、
今回の合戦だけでなく中世末にいたるまで何度も烏
山城の前線基地として使用されたからだろう。

【「森田新要害」をめぐる戦い】
　さて、茂木城を攻める持資からすれば、現状では自
身が攻めている茂木城と本拠烏山城との間に、敵勢力
の森田氏・向田氏らが入り込んでいるので、戦況は好ま
しくない。そのため足利成氏の命令によって、宇

うつのみや

都宮
明
あきつな

綱（宇都宮城主）が持資の援軍として森田氏・向田
氏の攻略を担当することになった。これに対し、向田
氏はまもなく降服したようだが、一方の森田氏は新たに
「森田新要害」を構えて抵抗を続けた。
　この「森田新要害」は、現在城郭遺跡として登録さ
れている森田城跡に当たる可能性がある。森田城跡

は森田地区の最東端に位置し、荒川右岸の氾
はん

濫
らん

原
げん

に浮かぶ輪之内集落を一望できる山上に築かれてい
る。森田城から西の尾根続きには、出城と思われる
加

かとべじょう

登べ城（根小屋城）・高館城を配してともに集落を
守り、主として西側からの敵の侵入に備えている。城郭
の形はとてもコンパクトで、今も現地に行けば大規模
な土塁や空堀などの遺構を目にすることができる（写真

３）。

　「森田新要害」の落城については史料上確認でき
ないが、この年（康正２年）の11月には、宇都宮明綱が
南の中根（現茂木町の千本城付近）に兵を進めている
ので、その時までには落城していたと考えられる。中根
は茂木城の北西約４kmに位置し、烏山－茂木を結ぶ
幹線上における茂木満知の最終防衛線であろう。最
終的な茂木城の落城も史料からは確認できないが、こ
の進軍を受けて、それほど日を待たずに持資に攻めら
れていた茂木満知も降伏したと思われる。

【さらなる分布調査の必要性】
　今回は戦国時代初期の合戦史料から、なすから地域
の城郭をめぐる戦いを紹介した。今後研究が進めば、他
の時期や別な城郭の物語も描けるようになるだろう。
　この先、戦国時代が進むにつれ、那須氏と東の常陸
国の佐竹氏との間で戦いが激化する。その国境付近で
は、近年茨城県側で、常陸大宮市史の編さん事業にお
ける調査や、在野の研究者の活躍によって、多くの城郭
遺跡が見つかっている。対してなすから地域の側には
数が少なく、まだまだ城郭遺跡が埋もれている可能性
が高い。今後はとくに、那珂川以東の地域（大木須・小
木須など）を中心に、分布調査を継続したい。

［参考文献］ 大塚悠暉・高橋修. 2022.

写真２ 稲積神社境内に残る稲積城の土塁（2022.6.25）

写真３ 森田城跡の堀と土塁（2022.6.25）
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【どんなお城？】
　烏山城跡は、今からおよそ800年前におきた源
平合戦（治承・寿永の乱）における屋島の戦いにて、
扇の的を射落とした那須与一で有名な那須氏の時
代から続く城跡である。
　『那須記』等の古記録によると、約600年前の応
永25（1418）年、那須氏一族の沢

さわむらごろう

村五郎資
すけしげ

重によっ
て築城されたと言われている。それ以後、天正18

（1590）年に当主の那
なす

須資
すけはる

晴が、小田原遅参を理由
に豊臣秀吉によって改易されるまで那須氏の居城
である。
　戦国時代末～江戸時代中期にかけて、織田氏、
成田氏、松下氏、堀氏、板倉氏、那須氏、永井
氏、稲垣氏と頻

ひんぱん

繁に城主の交代が行われ、万
まんじ

治２
（1659）年、時の城主であった堀親昌によって、
城の東山

さんろく

麓に新たな居
きょかん

館（三の丸）が築かれ、以
後の藩政機能はこちらに移ることになった。
　享

きょうほう

保10（1725）年になると、譜代大名の大
おおくぼ

久保
常
つねはる

春が近江国（現在の滋賀県）から移
いほう

封され、そ
の後８代、約140年にわたり大久保氏が城主とな
り、城は明治時代を迎え廃城となった。

【どこにあるの？】
　烏山城跡は、栃木県東部に位置する那須烏山市
に所在する広大な城跡である。地元では八高山（標
高206ｍ）と呼ばれる山の山頂付近を造成し城が
築かれている。
　那珂川西岸の河岸段丘上の狭い平坦面に那須烏

山市烏山地区の市街地が形成されており、その西
側に広がる喜連川丘陵の一支脈に城が築かれてい
る（写真１、図１）。丘陵東側を大きく蛇

だこう

行して南
流する那珂川、丘陵西側を南流する江川に画され、
北側の丘陵地帯は大小の谷が複雑に入り組んでお
り、地形が険しく、守りに有利なことを巧みに利
用した要害の地を選んで築城された城跡である。

【どんな構造？】

　烏山城跡は、喜連川丘陵の独立した丘陵頂部
を中心に「五城三郭（①本丸、②古本丸、③中城、
④北城、⑤西城、⑥大野曲

くるわ

輪、⑦若
わかさ

狭曲輪、⑧
常
ときわ

盤曲輪）」と呼ばれる曲輪群が存在している（図

２）。曲輪群の周囲には竪
たてぼり

堀や横堀、堀切、土塁
などが複雑に設けられ、本丸周囲には石垣（写真２）

図１　●が烏山城跡（上方向が北）

写真２　吹貫門脇石垣（南西から）

写真１　烏山城跡空撮（南から）

烏山城跡8
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を築くなど堅固な城である。またこれらの曲輪群
は、虎

こぐち

口（出入口）の配置や井戸の位置、通路な
どから、それぞれの曲輪の独立性が高いと想定で
き、古い段階では群

ぐんかく

郭式の山城であった可能性も
ある。

【調査の成果】
　本丸の調査では、薄い腐葉土を除去すると写真
₃のような建物の土台となる礎石がたくさん確認
された。西城では、腐葉土の下から平に整地され
た面が確認され、さらにその下には曲輪内を区画
する溝が確認された（写真４）。これは曲輪内を使
用状況によって改修していた証拠である。
　使用していた時期については、発見された出土
品により検討をすすめた。
　古いものでは、室町時代に輸入された白磁や青
磁の破片や、地元産のかわらけ（写真５）も発見さ
れている。出土品は、江戸時代の国産陶磁器（写真

６）など比較的新しいものも様々発見されている。

【まとめ】
　烏山城跡は、那須烏山地域の中心として使われ
ていた広大な山城である。
　室町時代（15世紀後半）から明治時代（19世紀
後半）までの、およそ400年の間という長い期間に、
いろいろな改修をされながら継続して使われてい
たことがわかってきた。
　使用頻度や残存状況から、中世城郭と近世城郭

の両方を見ることができ、その変遷を陶磁器など
の遺物や石垣などの遺構からも追うこともできる
貴重な城郭であることがわかった。つまり、烏山
城跡に１度訪れると、２度おいしい城跡である。

写真 3　本丸で見つかった建物の礎石

写真４　西城で埋め戻されていた区画溝

写真５　かわらけ（土師質土器）

写真６　江戸時代の陶磁器（肥前）碗

図２　縄張図（茂木孝行氏作成一部分）
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【烏山と那須氏】
　那須氏は、藤原道長のひ孫の須藤貞信に始まる
とされる一族で、屋島合戦の「扇の的」で有名な
那須与一宗隆を輩出した名族である。
　鎌倉時代や室町時代の那須氏は、高舘城（現在
の大田原市大輪）や黒羽城（現在の大田原市前田）
を拠点とし、下野国北部の最大勢力として活躍し
た。特に、那

なす

須資
すけみつ

光は源頼朝に弓馬の達人として
認められ、那須資

すけただ

忠や那須資
すけふじ

藤は足利尊氏の忠臣
として活躍した。
　ところが那須氏は、応永21年（1414。室町時代）
までに分裂した。一説によると、兄弟不和が原因
という。この時、弟の那須資

すけしげ

重は沢村城（現在の
矢板市沢）から烏山に逃れた。そして、烏山城を
築いて本拠としたという（烏山城についてはⅢ－
８参照）。
　ちなみに、烏山城に本拠を置いた弟（那須資重）
の系統を下那須氏、黒羽に本拠を置いた兄（那須
資
すけゆき

之）の系統を上那須氏という。
　この資重以降、烏山城は戦国時代を通じて那須
氏の本拠地となり、下野国北部の重要な拠点と
なった。
　戦国時代や江戸時代に烏山城を本拠地とした那
須氏の当主は、10人いる。この内本節では、特筆
すべき₃人の事績を紹介する。

【那須資房】
　那須資

すけふさ

房は、分裂した那須氏を統一した下那須
氏の当主である。
　永正11年（1514）、周辺勢力との抗争や家督争
いによって上那須氏が滅亡すると、上那須氏の所
領は領主のいない空白地帯となった。この所領を
手にしたのが、資房であった。延宝₄年（1676）に
記された『那須記』によると、上那須氏の家臣で
あった大田原氏や大関氏から旧上那須氏領の主と
なるよう申し入れがあり、資房はこれを承諾した。
この結果、資房は勢力を拡大し、分裂していた上
那須氏と下那須氏は統一された。

　また、資房は、旧上那須氏の所領に攻め込んだ
岩
いわき

城常
つねたか

隆と戦い、山田城や縄
なわつりだい

釣台で勝利したとい
う。
　資房は、天文21年（1552）に亡くなったとされる。
資房を含む₆人の那須氏当主の墓が、今も天性寺
にある（写真１）。

写真 1　天性寺にある那須家六代の墓（市指定史跡）
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【那須資晴】
　那須資

すけはる

晴は、那須氏の最大版図を築いた戦国時
代末期の当主である。その石高は、₆万石とも₈
万石ともいわれている。
　戦国時代後期の関東地方は、小田原を本拠地と
する北条氏と反北条氏勢力に二分していたが、資
晴は基本的に北条氏と同盟を結び、領土を接する
反北条氏勢力の宇

うつのみや

都宮国
くにつな

綱と争った。特に天正13
年（1585）には、薄葉ヶ原の戦い（現在の大田原
市薄葉周辺）で宇都宮国綱に勝利し、勢いに乗っ
て南下し、喜連川や宇津野（ともに現在のさくら
市）など宇都宮氏領を攻略した。さらに資晴は、
伊達政宗と同盟を結び、那須氏・北条氏・伊達氏
で結束し、生き残りを図った。
　しかし資晴は、天正18年（1590）に豊臣秀吉から
の小田原参陣要請に応じなかったため、同年₇月
末頃に秀吉によって所領と烏山城を没収された。

『那須記』によると、改易された資晴は、烏山城
から宮原八幡宮に退去し、その後佐良土館（現在
の大田原市佐良土）へ移ったという。ちなみに那
須氏は、同年₈月₄日から₆日の間に資晴の子・
藤王丸（後の資景。この時数えで₅歳）が小田原
から会津へ下向する秀吉に大田原城で対面し、そ
の罪を許されて所領を拝領した。ただし、この時
拝領した所領は福原（現在の大田原市福原）を中
心とした5,000石で、烏山城は織

おだ

田信
のぶかつ

雄（織田信長
の二男）に与えられた。
　資晴は烏山に戻ることを望み、慶長8年（1603）
には宮原八幡宮に願文を送っている。その中で資
晴は、烏山に戻った暁には宮原八幡宮の御殿を筑
紫山へ移し、楼門や廻廊を建てると誓っている。
しかし資晴の夢は叶わず、烏山へ戻ること無く慶
長14年（1609）に亡くなった。

【那須資弥】
　那須資

すけみつ

弥は、江戸時代前～中期の当主で、烏山
藩主となった人物である。
　資弥は、下野国芳賀郡高島村（現在の栃木市大
平町）の青

あおき

木利
としなが

長の息子で、姉は４代将軍・徳川
家綱の母親・お楽の方であった。そのため資弥
は、将軍の叔父として権勢を強めていった。慶安

₅年（1652）に那須資景の養子となり、家督と5,000
石の所領を継承すると、寛文₄年（1664）には那須
藩1万2,000石の大名となった。そして、延宝₉年

（1681）には烏山藩₂万石の大名となった。那須氏
は、資晴の改易から91年ぶりに烏山に戻って来た。
　烏山藩主となった資弥は、領内の泉渓寺、一条
院、愛宕別当、天性寺、太平寺（正眼寺）（写真２）

の所領を安堵している。また、天和₃年（1683）
には津軽藩主の津軽信政から養子をとり、那須
資
すけ

徳
のり

と名乗らせ跡継ぎとした。資弥は貞享₄年
（1687）に亡くなり、浄名院（現在の東京都台東区）
に葬られた。

【その後の那須氏と烏山】
　資弥没後、すぐに養子の資徳が那須氏の当主と
なった。しかし、資弥の実子を称する福

ふくわらすけひろ

原資寛が
「資徳の家督相続は不当」と幕府に訴えた。その
ため幕府は、「実の子がいながら養子に家督を継
がせるのは不当だ」と裁定（不法養子の罪）を下
した。資徳は改易され、その身は実家の津軽家に
預けられた。家督相続から、僅か₃か月後のこと
であった。
　資徳は、元禄13年（1700）に罪を許され、翌年に
は福原（現在の大田原市福原）1,000石を与えられ
た。
　その後の那須氏は、福原1,000石を有する旗本

（交代寄合）として存続し、明治維新を向かえた。
一方で資徳改易後の烏山には、永井氏や稲垣氏、
大久保氏といった譜代大名が入った。しかし、烏
山に那須氏が戻ってくることは無かった。
　今回は、烏山城主・那須氏について₃人の事績
を紹介した。この他にも、那須烏山市内には那須
氏にまつわる様々な史跡や逸

いつわ

話が遺
のこ

っているが、
それらの紹介はまた別の機会とさせていただく。

写真２ 滝の太平寺



44

な
す
か
ら
の
歴
史

Ⅲ

【江戸時代の物流について】
　江戸時代に入ると、幕府が置かれた江戸は多く
の武士、町人が居住する大都市となった。そのた
め、この大都市江戸へ米などの食料そして生活物
資等を大量に送らなければならなかった。街道が
整備されて馬や人力による輸送が発達したが、物
資の大量輸送は河川における船等による水運が重
要な役割を果たした。そうしたことから、関東で
は街道とともに河川が整備された。特に、利根川、
荒川、鬼怒川といった大河川の流れを大きく変え
るような大事業が実行された。その結果、関東と
江戸をつなぐ川の道（水路）が主要な物流路となっ
ていった。そして、江戸へ向かう船により、下野
を含む関東各地の物資が江戸に集められた。一方、
江戸からの戻ってくる船により、江戸に集められ
た物資を数日で下野の人々も手にいれることがで
きるようになった。

【那珂川から江戸へのルート】
　下野で水運に利用された主な河川は、鬼怒川・
思川・巴

うずま

波川・渡
わたらせ

良瀬川そして那珂川である。那
珂川以外は、利根川に合流し、江戸川、船

ふなぼり

堀川・
小

おなぎ

名木川を通り、江戸へと向かう。ところが那珂
川は水路で直接江戸とつながっていない。このた
め、江戸へとつながるルートは以下の３つが考え
られた。

① 「銚子入内川江戸廻り」
　那珂川～那珂湊～海～銚子～利根川～
　関宿～江戸川～船堀川・小名木川～江戸

② 「外海江戸廻り」
　那珂川～那珂湊～海～房総沖～江戸
③「内川廻り」または「内廻り」
　那珂川～那珂湊～涸

ひぬま

沼川～涸沼～海
えびさわ

老沢～
　＜陸送＞～吉影～霞ヶ浦～利根川～関宿～
　江戸川～船堀川 ・小名木川～江戸

　海を通るルート（①、②）は、当時の操船技術
からするとかなりの危険を伴った。それ故、那珂
川水運のルートとしては、③のルートが選択され
ることが多かった。ただし、一部陸上での輸送が
必要で、その上かなりの大廻りになるため、下野
国内の他の河川に比べ日数を要した。

＜内川廻りによる黒羽～江戸間のルート＞

　陸上輸送区間については、江戸時代に解消すべ
く常陸国の涸沼から霞ヶ浦の北浦に至る壮大な運
河建設計画を考える者もいた。これが実現すれば、
那珂川水運の陸上輸送区間が解消され、水運可能
な区間が飛躍的に伸び、物流に大きく影響を与え
る計画であったが、残念ながら実現することはな
かった。

【那珂川で用いられた川船】
　那珂川で用いられた川船は、川下ケ船・歩行渡
船・馬渡船そして艀

はしけぶね

船・小
こうかいぶね

鵜飼船であった。前者
は、渡し船等、日常生活に使用されたので、水運

那珂川の水運10



45なすからガイドブック

な
す
か
ら
の
歴
史

Ⅲ
には後者の艀船・小鵜飼船が用いられた。
　江戸時代の記録によると、艀船は長₂丈₅尺（約
7.6m）・横₃尺（約90cm）とあり、小鵜飼船は、長
さ₄丈1、2尺（約12.8m）・横7、8尺（約2.4m）とある。
特に、那珂川の小鵜飼船の棚板の深さは、70cm弱
と比較的深かったため、「胴高船」とも呼ばれた。
　黒羽から水戸へ船で下った際の日数について
は、水量が多い夏は約２日間であったが、冬は水
深が浅いためそれより多くかかった。一方、水戸
から黒羽へ上っていく船は夏、南風が吹く時には、
約３日間、風がないときには風を待って帆をはっ
て上っていく関係で時間を要した。冬には、北風

（向かい風）が吹くため、より時間を要したという。

＜大正時代に烏山町付近をさかのぼる胴高船＞（個人蔵）

【筏
いかだ

流し】
　那珂川には、後背地域として木材資源が豊富
な八溝山地がある。このため、木材を筏に組
み、川に流して運搬する筏流しが盛んであった。

『創
そうすいかけい

垂可継』によると、水量の多い夏が筏流しの
最盛期であったことがうかがえる。
　杉や檜

ひのき

などの丸太を藤
ふじづる

蔓で縛ってつなぎ、長さ
約25ｍ、幅３ｍの筏が組まれる。この筏を三枚つ
なぎ、筏

いかだし

師が竹
たけざお

棹や櫂
かい

などを用いて川を下った。
烏山と茂木の境に加

かばやな

波簗と呼ばれる急流があり、
那珂川の最大の難所であった。加波簗を越えた先
の大瀬河岸（茂木町）から一日かけて水戸に到達
したとされる。
　木材は主に水戸で城や城下家屋敷等の普

ふしん

請用に
用いられたが、陸上輸送区間を経て水戸藩江戸藩
邸まで運ばれることもあった。

【那珂川水運の特徴と今も残る痕
こんせき

跡】
　那珂川⽔運は、⿊⽻藩・烏⼭藩等に利⽤された
が、⽔⼾藩との関係も深かった。これは烏⼭の北
⽅の武

むも

茂地⽅が⽔⼾藩領だったことによる。⽔⼾
藩は武茂領の年貢⽶及び周辺地域の特産品の⽔⼾
への輸送に⽔運を⽤いていた。実際、常陸の鷲

とりのこ

子・
高
たかべ

部から特産品の紙を烏⼭から船で⽔⼾へ送って
いる。このように、那珂川⽔運は那珂川沿岸地域
と⽔⼾をつなぐ役割を果たしていたと⾔える。
　また、延宝５年（1677）の資料に奥州の七藩（⽩
河・会津・⼆本松・三春・福島・⻑沼・守⼭）が、
那珂川を介して江⼾へ⽶の輸送（廻

かいまい

米）を⾏った
記録がある。那珂川⽔運では、沿岸地域だけでな
く、東北からの物資も取り扱っていたのである。
ただ、東北からの物資
輸送は、主に⻤怒川⽔
運が担っていた。これ
は那珂川⽔運と異な
り、⽔路で江⼾とつな
がっていたことが⼤き
い。しかし、⻤怒川⽔
運だけで東北地⽅から
もたらされる物資を捌

さば

くには限界があった。
そうしたことから、那
珂川⽔運は遠回りである上に陸上輸送区間がある
ハンデはあったが、東北地⽅の物資輸送に重要な
役割を果たしていた。
　鷲

とりのこさんしょうじんじゃ

⼦⼭上神社には、⽔⼾藩主徳川光圀が撰した
鷲⼦⼭⼗景の⽯碑がある。これに「河

かせんはんけい

川帆景」とあ
り、那珂川に浮かぶ帆

ほ

掛
かけぶね

船の⾵景が想起され
る。また、烏⼭の宮原
⼋幡宮と太平寺には、
江⼾の紙商⼈達が寄進
した⽯

いしどうろう

灯籠と⽯段が現
存する。これらのこと
から、江⼾時代の⽔運
と烏⼭そして江⼾との
つながりを現在でも確
認することができる。＜宮原八幡宮の石灯籠＞
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　那須烏山市内ではおよそ1,000箇所もの遺跡が
あるが、発掘調査が実施され、詳細な時代や実態
がわかった遺跡や、「史跡」として指定され、保護・
活用をされているものはほんのわずかである。
　「史跡」という言葉は狭い意味でいうと、「国」
が「文化財保護法」という法律を基に指定した、
いわゆる「国指定」をさす。市内では、この「史跡」
は鴻野山地区にある「史跡長者ヶ平官衙遺跡附東
山道跡」というものが当てはまっている。
　今回は、狭い意味でとらえずに市が指定した「市
指定史跡」や、指定は受けていないが発掘調査が
行われた遺跡なども紹介する。

（１） 市指定史跡
【大和久古墳群】那須烏山市南大和久
　「大和久古墳群」は、寺田・原の前・林

はやしさき

先など、
複数の古墳群（支群）の総称である。以前は30基
を超す古墳が存在したが、開発により、林

はやしさきしぐん

先支群
の前方後円墳₂基、円墳₃基が残存するのみであ
る。
　寺田支群は社会福祉法人大和久学園の建設に伴
い、原の前支群は開発に伴い発掘調査が実施され、
鉄剣や勾

まがたま

玉、耳飾りなどが見つかっている。
　これらの調査により、古くて₆世紀前半には大
和久古墳群が造られ始め、₇世紀代まで続いてい
たことがわかった。

【曲田横穴墓群】那須烏山市曲田
　「横

おうけつぼ

穴墓」は崖
がけ

や斜面に穴を掘る古墳の形のひ
とつである。

　ここでは凝
ぎょうかいがん

灰岩というやわらかい岩をくり抜い
て作られている。６基の横穴墓が確認されており、
この地域には曲田横穴墓群を含めて₃群の横穴墓
群が確認されているが、曲田横穴墓群はその中で
も一番保存状態がよく、大きな規模をもっている。
　立地や地形から考えると、この横穴墓群の東側
にはまだ発見されていない横穴が存在する可能性
があるとされている。

【中山横穴墓群】那須烏山市中山
　曲田横穴墓群と同様に凝灰岩というやわらかい
岩をくり抜いて作られている。
　古い記録には₅基の横穴墓が存在するとの記述
があるが、現在は₂基しか確認できておらず、保
存状態がよいものは₁基のみである。
　天井部分には棟

むなぎ

木のような凸
でこ

があり、アーチ状
の屋根のような形をしている。この屋根のような
形は那珂川町にある「史跡唐

からのごしょよこあな

御所横穴」と似てい
る。

なすからの史跡と遺跡11
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（２）未指定の遺跡
【曲畑遺跡】那須烏山市曲畑

　民間開発に伴う発掘調査が行われ、縄文時代中
期（およそ5,000年前）の環状集落であることがわ
かり、建物跡と食物を貯蔵したと考えられる土

どこう

坑
が多数発見された。
　東北や新潟、南関東の特徴をもつ土器や、日本
では新潟県の糸魚川でしかとることのできないヒ
スイでつくったペンダントなどが見つかるなど、
さまざまな地域と交易があることがわかってい
る。

【北原遺跡】那須烏山市高瀬

　荒川南部地区の圃
ほじょうせいび

場整備事業に先立ち、調査が
行われた。
　古墳時代前期（₃世紀）から平安時代の終わり
ごろ（12世紀）にかけての竪穴住居跡が180軒以
上見つかっており、大きな集落であったことがわ
かっている。特に平安時代前期（₉世紀）に最も

集落の規模が大きくなり、緑
りょくゆうとうき

釉陶器や灰
かいゆうとうき

釉陶器な
どの高級陶磁器も見つかっていることから、富裕
層の存在を伺うことができる。

【滝田本郷遺跡】那須烏山市滝田

　国道294号建設にあたり発掘調査が行われ、縄
文時代から奈良・平安時代にかけて99軒の建物跡
が確認された。特に古墳時代後期（６世紀）から
奈良・平安時代にかけては集落が継続して営まれ
ていたことがわかっており、見つかった建物跡の
ほとんどを占めている。

【稲積城跡】那須烏山市下境

　那
なす

須資
すけしげ

重が、烏山城を築城する前に居を構えた
といわれている城跡である。発掘調査などは行わ
れていないため詳細は不明だが、「御城」「中城」「外
城」など城に関わる名前の小字名や、部分的に確
認できる土

どるい

塁などから、区画割りや存在した施設
などを推測することがでる。

（地図：国土理地理院地図を改変）

（地図：国土理地理院地図を改変）

（地図：国土理地理院地図を改変）

（地図：国土理地理院地図を改変）
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　那須烏山市内には、現在、約30ヶ寺の寺院があ
る。江戸時代にキリスト教の禁止政策と、領民を
把握するために制度化された、現在の戸籍と税
台帳に当たる記録（宗

しゅうもんあらためにんべつちょう

門 改 人 別 帳）によれば、
100ヶ寺近い寺院があったと思われる。
　一番古い寺は、平安時代初期に建てられたとさ
れる太平寺である。その後室町～江戸時代に増え
るが、その多くが1500年代に建てられたものである。
　江戸時代後期の天明、天保の度重なる大飢饉に
より、村人が減少し檀家（信者）も減り、寺の維
持が困難になった。住職もいない寺が多くなり、
同じ宗派の寺院が兼務して管理をするようにな
る。統合整理も行われたが、結局は維持できず廃
寺となる寺も増えていった。
　明治時代になると、神仏分離政策と、仏教を排
除する運動（廃

はいぶつきしゃく

仏毀釈）による影響もあり、現在の
寺数にまで減った。住職が不在で、ほかの寺と兼
務で管理されている寺院は現在でもある。
　宗派別には、真言宗、天台宗、浄土宗、浄土真宗、
時宗、日蓮宗、曹洞宗がある。城下町でもあった
旧烏山町内には多くの宗派の寺院がある。市内全
域としては、真言宗と曹洞宗の寺院が特に多く見
られる。明治の神仏分離令が出されるまでは、修
験道（山伏）の寺もあった。

【太平寺】
　龍門の滝の西の小高い場所に建つ。延暦22（803）

年に征夷大将軍・坂上田村麻呂が逆
ぎゃくぞくたかまる

賊高丸の討伐
祈願で千手観音を安置するために建てた。後に
慈

じかくだいしえんにん

覚大師円仁によって再興されたとされる。
　高丸は京都の清水寺の縁起（由来）にもある伝
説の人物で、鎌倉時代の軍記物語の中での蝦

えみし

夷征
伐に登場し、室町時代の御

おとぎぞうし

伽草子などにも引用さ
れる。清水寺も田村麻呂の創建であり、本尊は
十一面千手観音と共通しており、宗派は異なるが
清水寺の縁起が太平寺の由来に取り込まれたので
はないかと考えられる。
　中世には、古文書に滝寺として見られるが、
1585年、黒羽の大

おおぜき

関高
たかます

増の娘が、茂木の千
せんぼん

本氏に
離縁されたことにより、千本資

すけとし

俊・資
すけまさ

政父子が寺
に誘い出され千本氏が謀殺される（太平寺の変）。
江戸時代、烏山藩主堀親昌が信州飯田へ移る際に、
滝田の菩提寺より山門（仁王門）が移築された。
龍門の滝の龍門とは、滝の大釜に棲んでいたとさ
れる大蛇（オロチ・龍）が、山門の屋根に七巻き
半したとされる伝説による。

　また境内には城主大久保家の特殊墓域があり、
川口松太郎の小説、蛇姫様（琴姫）のモデルとなっ
た於志賀姫らの墓や大久保家歴代の位牌が安置さ
れている。
　古い絵図には塔が描かれているが、明治時代に
兼務で管理をされていた湯津上の光丸山に本堂が
移築された（現・光丸山大日堂）頃は、境内に多
宝塔があったそうである。
　山門（仁王門）や本尊千手観音など多くの文化
財がある（非公開）。太平寺 山門

蛇姫様墓所

なすからの寺院1
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【天性寺】
　鎌倉初期、那須光

みつすけ

資が那須与一の法号曹源院を
院号として創建。資

すけしげ

重が烏山城に移り、寺の拡張
により天照寺と改められる。
　烏山城主・那須高

たかすけ

資が、茂木の千本氏に討たれ
その菩提を弔うために高資の法号より天性寺と改
称される。
　織田、成田氏の位牌所や、堀家が菩提所として
歴代城主により敬われるが、板倉氏の城下町の整
備に伴い、現在地に移された。
　江戸後期の大飢饉の際には、円応和尚らが二宮
金次郎の教えにより、お救い小屋を設けて領民の
救済が行われた。現在も二宮金次郎の教えを実践
する報徳会により、給仕体験が行われている。
　また境内墓地には、那須与一の廟所が祀られ、
那須家７代の墓石などがある。

【泉渓寺】
　室町時代に源

げんのう

翁（玄翁とも）和尚による創建で、
元は下境の旧境保育園の東側、解石神社奥宮のあ
る峰の西の麓にあった。
　那須に逃れ討たれた九尾の狐が大岩と化し、な
お毒気で悩ましていたのを泉渓寺の住職であった
源翁和尚の法力をもって、殺生石は打ち砕かれた
功績によって、後小松天皇より直筆の額（勅

ちょくがく

額）
を賜った。その10年後に実際に茶臼岳の溶岩ドー
ムが形成される大規模な噴火が起きており、その
噴火が殺生石伝承と結びついたものと思われる。
　その後、現在の烏山図書館の北西部に寺が移り、
門前は泉渓寺町となり、前記の城下町整備により
現在の場所へ移された。
　本堂には源翁和尚の像が安置されている。

【松倉山観音堂】
　大木須と茂木町山内との境の松倉山山頂にある
観音堂。田畑の耕作に牛馬を使用していたころは、
馬の守護として信仰されていた。
　室町時代の那須家の当主らの名が記され県の重
要文化財にも指定されている５体の木造の仏像が
安置されている。

【木戸不動尊】
　小原沢と茂木町との境の那珂川の絶壁に不動明
王が祀られている。
　古いお堂は焼失し、現在のお堂は再建修築され
たものであるが、この辺りでは珍しい京都の清水
寺と同じ急な崖に建てられた懸け造りという建築
様式の建物である。那須与一の安産祈願の伝説が
残っている。

　市外にあるなすから関係のあるお寺としては、
那須氏と佐竹氏の和睦の調停役を務めた金剛寿院

（現大田原市福原）があり、戦国時代の那須家関
係の古文書が残されている。
　大田原市佐良土の光丸山大日堂は、太平寺の本
堂が移築されたものであり、近くには小田原合戦
の処分により領地を取り上げられた那須資

すけはる

晴が
移った佐良土館の跡なども残っている。
　ほかにも地域で信仰されている、藤原鎌足の生
誕伝説のある鎌足薬師、日光外山から勧

かんじょう

請された
毘沙門天が祀られ、烏山の市街や那珂川などの景
観を見渡せる毘沙門山など仏教に関連するお堂も
市内各所に数多く見られる。

木戸不動尊

天性寺 那須与一廟所
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　栃木県神社庁に約1900社が登録されているう
ち、約620社が那須地域にある。そのうち那須烏
山市内で登録されている神社は約70社である。
　江戸時代以前は神仏が同一とされる信仰形態

（神
しんぶつしゅうごう

仏習合）で、寺が神社も管理をしていたもの
が多かった。明治維新後は、神仏分離令により寺
と神社が明確に分かれ、祭神名や社名も改められ
た。
　また明治から大正にかけて、神社の整理統合（合
祀）が行われるなどして、今日に至っている。
　生活と関係するあらゆるものを神として祀

まつ

るた
めに、山林や田畑など多くの場所に小さな祠とし
て祀られている事も多く、実際は神社庁に登録さ
れている数よりもかなり多い。
　なす八溝地域の特徴としては、温泉神社、八幡
宮、熊野神社が特に多い傾向にある。那須地域に
多い温泉神社は、市内では１社のみである。

【八雲神社】

　市内中心部に鎮座し、付祭りである山あげ行事
は、ユネスコ無形文化遺産になっている。
　1560年、烏山城主那須資

すけたね

胤が、天下泰平・疫病
退散を祈願して大桶の牛

ごずてんのう

頭天王を、現在の仲町十
文字（御仮殿を設営する場所）に勧

かんじょう

請された。

　明治の神仏分離政策により、社名を八雲神社へ、
祭神を素

すさのおのみこと

戔嗚尊に改められた。社名は素戔嗚尊が
詠まれた「八雲立つ出雲八重垣妻ごみに八重垣作
るその八重垣を」日本最初の和歌とされる歌から
採られた。

【宮原八幡宮】
　795年に坂上田村麻呂が蝦夷征伐祈願のために、
九州宇佐八幡宮を筑紫山（城山と毘沙門山の間）
に勧請、筑紫山八幡宮として戦勝祈願をしたのが
始まりとされる。
　807年（大同２）、筑紫山より琵琶原（現在の宮原）
へ遷され、地名が宮原と変えられ、社名も宮原八
幡宮と改められた。
　代々の烏山領主の崇

すうけい

敬を受けたことは、華やか
な彫刻を施した社殿や社宝からも伺え、惣

そうじゃ

社八幡
宮とも称されていた。八雲神社が現在地に遷

うつ

され
るまでは牛頭天王社（八雲神社）の神

みこしとぎょ

輿渡御は、
八幡宮から天王社まで行われていた。

【鳴井山加茂神社】

　通称鳴井山、鳴井さんとも称される。
　和銅４年に山城国（京都）賀

かもわけいかづちじんじゃ

茂別雷神社（上賀
茂神社）を勧請したとされ、祭神は別雷大紙で、
市内でも創建が古い伝承を持つ神社である。
　栃木県内には雷神を祀る神社が約200社あるが、
賀茂神社は、戦前の神社の格付けでは雷神社の中

鳴井山梵天奉納

八 雲 神 社
　かつては、お仮殿が置かれる場所にあったが、
大正時代に現在の場所へ遷された。
　境内には、和紙問屋が奉納した石灯籠がある。

なすからの神社2
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で最高位であった。
　落雷除け、突風・雹除けおよび雨ごいの信仰が
篤く、24ヶ郷の総鎮守として崇敬されている。そ
の信仰範囲は茂木町やさくら市、矢板市、大田原
市、ほか県外にもおよび、講社を結成して参拝が
行われている。
　鳴井山の名称は、鳴神＝雷鳴と、神社参道脇に
豊富に湧水が出ており、そのコンコンと湧き出る
様を掛け合わせたものである。
　月次の鳴井さんが篤

あつ

い信仰を受けたのは、この
辺り一帯が葉タバコ栽培が盛んであり、葉タバコ
が突風や降雹の害を受けやすいこと、また辺りの
水田を潤す河川の水脈が浅く日照りの害を受けや
すかったことが背景にある。
　令和元年まで梵

ぼんてんほうのう

天奉納が行われていたが、諸事
情により、奉納が中止されることになった。

【稲積神社】

　那須家の城である稲積城外城跡に祀
まつ

られている
神社である。
　平治の乱（1160年）の折、那須資

すけみつ

満、資
すけきよ

清父子
は源義朝に従って平清盛と戦ったが敗れて討ち死
に。資清の子、宗

むねすけ

資と資
すけふさ

房は平家の追及を逃れて、
甲斐国（山梨県）に稲積庄に隠れ、鎮守稲積大明
神に国へ戻れるようにと一心に祈願した結果、許
されて那須へ戻ることができた。
　それにより甲斐国より稲積明神を勧請して、鎮
守として祀り、城の名前も稲積城としたとされ、
一説には那須与一が産まれたとの伝説も残り、那
須家ゆかりの神社としては重要な神社であったと

考えられるが、那須資
すけたか

隆の代に稲積城から他へ
移ったとされ城、神社の伝承もないため詳細がわ
からない。
　稲積神社には、小泉斐

あやる

の描いた絵馬など文化財
に指定されている絵馬が多く奉納されており、ま
た二百十日近くにはささら獅子舞が奉納され参拝
者で賑わいを見せることから、人々の信仰が厚
かった神社であったことが伺われる。

【寿亀山神社】

　烏山城三ノ丸跡に鎮座する、烏山藩主大久保
常
つねはる

春を祀った神社。
　大久保常春は将軍徳川吉宗の信任も厚く、若年
寄、老中などを歴任した。常春が病没した際に、
吉宗が常春の死を悼み、作らせたとされる木像と
厨

ずし

子が安置されている。
　元は城中などで祀られていたものを、明治12年
に旧藩士たちによって神社が建てられ、ご神体と
して祀られるようになった。

　ここで紹介した５社以外にも、獅子舞が奉納さ
れる日枝神社や、那須の殺生石が飛んできたとさ
れる解石神社、烏山城へ攻めてきた常陸の佐竹氏
を追い返したとされる旗持稲荷といった伝承が残
る神社が、那須烏山市内に数多くある。

寿亀山神社　大久保常春木像・宮殿

稲積神社の佐々良獅子舞
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【ユネスコ無形文化遺産】
　山あげ行事とは、歌舞伎芝居の舞台背景用の大
きな山が、若衆たちの手で見事にあげられ、見る
人の感動を呼ぶところからついた名である。
　烏山の山あげ行事は、国指定重要無形文化財で
あるとともに、2016年（平成28年）、「山・鉾・屋台
行事」としてユネスコ無形文化遺産に登録された。
山あげ行事は、日本はもとより世界に誇れる行事
である。

【八雲神社の勧請】
　神様を招いてお祭りすることを勧請という。八
雲神社の勧

かんじょう

請は、永禄３年（1560）とされる。城主
那須資

すけたね

胤は、疫病が流行り亡くなる人があとを絶
たない有様を見て、疫病除けとして大桶村より牛
頭天王を現在お仮屋が設けられている十文字の所
に勧請したという。
　ところで、牛

ごずてんのう

頭天王とは、もとインドの神様で、
祇
ぎおんしょうじゃ

園精舎の守り神といわれ、日本では疫病を掌
つかさど

る
神様とされた。また、日本ではかつては神と仏が
一体化され、牛頭天王は日本の神様の素

すさのおのみこと

戔嗚尊と
同一視された。勧請した当時は、仏教を重んじる
傾向が強く、牛頭天王をご祭神として祀り、神社
を祇園社とか天王社といった。それが明治時代に
なると、日本は神の国であるとして神仏分離令が
施行され、牛頭天王に代わって素戔嗚尊を祀り、
神社の名前も烏山の場合、八雲神社と改められた。

【付祭りの始まり】
　神社の祭りには、本祭りと付

つけ

祭りとがある。神
主が中心となって行う祭りを本祭り、氏子町人が
中心となり屋台や山車などを奉納する祭りを付祭
りという。山あげ行事は、付祭りである。
　八雲神社の付祭りを詳しく記したものに『赤坂
町祭礼記録』がある。赤坂町とは、現在の泉町で、
赤坂町に住んでいた「宮下」と「渓梅軒蘇」と名
乗る二人が記したもので、八雲神社の付祭りの由
来と変遷を知るのに大変参考になる。これによる
と今のような山あげ行事は、八雲神社が勧請され
た当初から行われていたわけではない。
　付祭りが開始されたのは江戸時代正保元年

（1644）で、町人町である鍛冶町、元町、金井町、
赤坂町、仲町が、相談の上十文字において人形芝
居や相撲、神楽、獅子舞を行ったのが始めとされ
る。
　寛文７年（1667）には、踊りが開始され、付祭り
が１年おきに実施されるようになった。延宝元年

（1673）には、屋台が出る。この屋台は踊りが出
来るようなものではなく、踊りは踊り、屋台は屋
台と併存したものと思われる。
　このように踊りが盛んであったが、元禄₄年

（1691）頃から所作、いわゆる歌舞伎芝居が行わ
れるようになった。以後、歌舞伎芝居が盛んにな
り、踊りは衰退する。
　元禄14年（1701）には、仕掛け屋台が登場する。
仕掛け屋台とは芝居屋台のことであり、仕掛け屋
台での歌舞伎芝居が付祭りの中心となっていっ
た。

【山の登場と烏山独特の屋台の誕生】
　正徳５年（1715）には、大山が作られた。山の登
場である。享保４年（1719）には、山の高さが１
丈８尺（約5ｍ40cm）もある大型のものが登場し、
さらに山が崩れるなど手の込んだ仕掛けが用いら
れるようになった。山は割った竹を網

あじろ

代に編み、
その上から和紙を貼ったもので、こうした和紙を十文字の所に設けられたお仮屋

烏山の山あげ行事3
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貼ったものをハリカという。和紙を大量に使う山
は、和紙の産地烏山ならではのものである。
　大きな山の登場により、舞台も広くなった。舞
台には屋台が用いられる。烏山の屋台は、二輪で
あり、しかも前部の彫刻を施した御

ごはい

拝は台部から
取り外せる。二輪は舞台を作る際の操作がしやす
い。その上、御拝と台部を分解することで、御拝
を舞台の飾り、台部を舞台として使用できる。こ
こに屋台が舞台に早変わりするという烏山独特の
屋台が誕生したのである。

【日本一の野外劇】
　現在、山あげ行事は、氏子町内の路上を会場に
行われている。会場は客席側から舞台、舞台に向
かって左側奥に御拝、右側に常

ときわづ

磐津語り場の座敷
が置かれる。その奥には松波、館、前山、中山、
大山などが続く。舞台前面から大山まで約100ｍ
にも及ぶ。
　山あげ行事期間中は、多い時で１日₆回場所を
移動して歌舞伎芝居を上演する。その都度、舞台
はもとより山を分解しては組み立てる。山あげ行
事は、前夜祭を含めて₄日間行われる。酷暑の中
で山あげを行うのは実に大変なことである。山あ
げ行事が日本一の野外劇といわれるのは、会場の
規模もさることながら、大変な作業や芝居が見事
になされるところにもある。

【山あげ行事を支える若衆座と芸能部会】
　山あげ行事のおもな担い手は、その年の当番町

（鍛冶町、元田町、金井町、泉町、仲町、日野町
が６年ごとに当番）の若衆座と芸能部の人々であ

る。各町内の若者座は、若衆世話人（₄人）・木
きがしら

頭（₁
人）・副木頭（₂人）・若衆（複数人）からなる。
若衆世話人は若衆座の代表者、木頭は山あげ行事
全体の指揮者、副木頭は補佐役である。若衆座は
昔から伝わる組織で、指揮命令系統が明確である。
これが複雑な作業を短時間に行う山あげ行事を可
能にしたのである。
　一方、芸能部は、若衆座とは独立して組織され
るもので、踊り・芝居と常磐津語りの者からなる。

【真夏の到来を前にして山あげ行事の本番】
　山あげ行事は、八雲神社の祭礼にあわせて行わ
れる。祭礼は現在、₇月第₄土曜日を中心にして
₃日間行われる。なお、本番前に山あげ行事の前
夜祭が行われるから山あげ行事は都合₄日間とな
る。前夜祭を「笠

かさぞろえ

揃」といい、余興として「子
こだから

宝
三
さんばそう

番叟」が演じられる。本番初日は、お仮屋に遷
うつ

された神様に山あげ行事を奉納することから始ま
り、これを「天王建」という。初日、₂日、₃日目は、
当番町内を始め「訪問」と称して各町内でも山あ
げ行事が演じられる。芝居の演目には人気のある

「将門」、「戻り橋」、それに地元の伝説をもとにし
た「蛇姫様」が演じられることが多い。₃日目の
最終日を「笠

かさぬき

抜」という。神様を乗せた神輿がお
仮屋から神社に戻る日で、午後10時、神輿が神社
に戻る直前で最後の山あげ行事が演じられる。演
目は「関

せきのと

の扉」と「老
おいまつ

松」であり、これで₄日間
にわたる山あげ行事が閉じる。
　山あげ行事にかけた氏子町人のあくなき熱意、
ユネスコ無形文化遺産の名に恥じない。

大山をあげる若者たち

人気の「戻り橋」を演じる 左奥は「御拝」飾り
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　那須烏山市には、ユネスコ無形文化遺産に指定
されている「烏山の山あげ行事」をはじめ、₁件
の国選択無形民俗文化財と５件の市指定無形民俗
文化財が現在も継承されている。
　市内には、「龍門の滝」や「お城を救った牛と
蛭
ひる

」など約112点の民話が伝わる。

（１）天
てんさい

祭
　天祭とは、太陽や月をはじめとする信仰に、念
仏が結びつき風雨順調、五穀豊穣などを祈願する
行事で、天念仏とも言われ、県内各地で行われて
いる。

【塙の天祭】（国選択無形民俗文化財）
　塙の天祭行事は、享保年間（1716～1736）に三
箇の松原寺を開山した出羽出身の鳥海上人が伝え
たとされている。従来、二百十日を中日とする二
夜三日にわたって行われていたが、最近では₉月
₁日に最も近い日曜日に開かれるようになった。
松原寺境内に仮設の天小屋を組立て神主と僧、行
人（出羽三山に詣でた人が務める）が二階の天

てんだな

棚
に上って神仏に祈り、前の舞台では、笛や太鼓の
演奏に合わせて天祭踊り（現在では地元の小中学
生による）を披露する。

（２）太
だいだい

々神
かぐら

楽
　太々神楽とは、神社の祭りにおいて、神に奉納
するために奏される歌舞である。

【熊田太々神楽】（市無形民俗文化財）
　熊田の熊野神社で10月中旬に行われる例大祭に
奉納される神楽で、熊田太々神楽保存会の会員に
よって演じられる。近年では熊田の西公民館を会

場に開かれている。
　明治初期に伊勢神宮で学んできた神主によって
伝えられたのが始まりといわれている。各家の当
主の間で口伝の形で伝承されてきたため、楽譜や
書き物の類はないが、初期の形がそのまま保存会
によって継承されている。神楽は、岩戸神話に基
づく31番の舞があり、ゆったりとしたものから
荒々しいもの、さらにコミカルな舞がある。素朴
な中に優雅さがあり、庶民的な舞

ぶがく

楽の面白みを備
えている。

【宮原八幡宮観世流太々神楽】（市無形民俗文化財）
　宮原八幡宮に伝わる神楽で、舞は36座あり、昔
は₃日₃晩踊ったとされている。現在は、₉月中
旬に行われる宮原の敬老会で、多種多様な舞を演
じている。各演目の舞は口

くでんひほう

伝秘法だが、「神
かみよまい

代舞
御

おかぐらしきしょ

神楽式書」という記録を参考にして習得・継承
されている。明治17年（1884）、宮原八幡宮祠官の
斎藤松寿が伊勢神宮権

ごんねぎ

禰宜退官の際に、神代舞神
楽の面と用具（太鼓・大拍手・笛、衣装など）を
譲り受けて帰郷し、神楽の発起人となった。当初
は、神主の斎藤主膳を師匠とし、氏子が習得して

なすからの獅
ししまい

子舞・神
かぐら

楽4
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例大祭（₉月15日）に奉納していた。一時は、後
継者難のため中断したこともあったが、昭和58年

（1983）に「宮原八幡宮太々神楽保存会」が結成
され、年齢層ごとに後継者も育成されており、今
では定期的に練習を行い、地域の催事などでも舞
を披露している。

（３）獅
ししまい

子舞
　獅子舞とは、笛や太鼓の音にあわせて獅子が舞
い踊るものである。那須烏山市では、ささら獅子
舞ともいわれている。

【森田の獅子舞】（市無形民俗文化財）
　当地の獅子舞は小塙館（森田陣屋）を拠点とし
て森田郷を支配していた大田原氏が、災害が続き
民心が動揺していたため、弁財天を祀って民生の
安定と五穀豊穣を祈願したのが始まりとされてい
る。
　弁財天祭礼は、従来旧暦の₇月25日～27日（現
在は₈月下旬）に行われ、夜間神輿の渡御の後、
獅子舞が奉納される。獅子舞は一人が一匹を担当
し、腹にくくりつけた太鼓を打ちながら、₃人一
組で踊るという関東地方に多い一人立ち三匹獅子
舞の形式である。₂頭の雄獅子が雌獅子をめぐっ
て争うさまが笛の音に合わせて優雅に演じられ、
途中には「おかめ」と「ひょっとこ」が登場する
滑
こっけい

稽な場面も挿入され、見物人たちの笑いを誘う。

【興野ささら獅子舞】（市無形民俗文化財）
　市内興野地区と大沢地区の鎮守である日枝神社
の例大祭に奉納される獅子舞。天保年間（1830～
1844）に、武茂領片根地区（現：那珂川町）に継
承されていたものを、師匠の武茂久治という人が
興野に来てその技を伝え、奉納するようになった
ものと伝承されている。現在は、興野上・中の5

自治会が輪番制で行い、毎年10月第₃日曜日に豊
年と災厄退散を祈願して奉納している。₃頭の獅
子（大獅子・雌獅子・中獅子）が太鼓の音曲に合
わせて腰太鼓を打ちながら、「花かご」、「庭見」、「い
ねむり」など10番を舞い、その間に道化（ひょっ
とこ・おかめ・ひょうふき）が興を添える。獅子
を舞う子どもは毎年、興野全地区内の小学₄～₆
年生の中から選ばれる。

【下境佐
ささら

々良獅子舞】（市無形民俗文化財）
　稲積神社二百十日祭の前日、₈月31日（現在は
₈月最終日曜日）に、国土安穏と五穀豊穣を祈願
して「渡りびょうし」など15種目の舞と佐々良歌
が奉納される。かつては水神様、天神様及び氏子
の氏神様、村役宅でも奉納されていた。現在は、
下境地区の₄つの組の輪番制で行い、当番地域の
協力体制によって継承されている。稲積神社元宮
司の口伝記録（天明₃年）によると、江戸時代中
期の宝暦元年（1751）、当地に移住した個人の所有
だったが、明治初期に大字下境に委譲された。昭
和35年（1960）からの20年間は、諸般の事情により
中断していたが、継承・保存の意向が高まり、昭
和62年（1987）に「下境佐々良獅子舞保存会」の会
則が定められ、当番一巡後の平成元年（1989）に同
会が発足して再興した。
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【伝承文芸とは何か】
　口から口へと語りつないできた伝説や昔話など
の民間の文芸を「口承文芸」と呼ぶ。それを記録
したものを「書承文芸」とも呼ぶ。現在はその両
方を含めて「民話」とも言うが、ここでは「伝承
文芸」と呼ぶことにする。
　伝承文芸は、古代から現代まで、それぞれの時
代を生きた人々の喜怒哀楽を様々な物語にして語
りつがれてきた。ある地域で印象に残った物語は、
道や海辺を伝わる。
　古代の東山道駅路が通っていた南那須地区や那
珂川が流れる下境地区は、交通交易の重要拠点で
あった。そうした大事な場所には、さまざまな所
から多くの人々が群れ集まり、活発な情報交換が
行われる。耳に残る物語は、地域の人々の間でも
語りつがれ記録される。

【那須烏山に残された伝承文芸 ①放下僧】

　南那須の牧野勝重という武将が上州（群馬県）
の伊香保温泉で相模（神奈川県）の利根信俊とい
う武将と言い争いになり、勝重が信俊のだまし討
ちに会い殺されてしまう。
　勝重には、次郎丸と小次郎という二人の息子が
いた。二人は放

ほうかそう

下僧という旅芸人に姿を変えて、
宿敵の利根信俊を追う。やがて、武州金沢の三嶋
明神の境内で信俊にめぐり合い、見事討ち果たす。
これを聞いた烏山城主の那須五郎之

ゆきたか

隆が深く感動
し、次郎丸に領地を与えて牧野家を再興させる。

小次郎は僧侶になって父の霊を偲
しの

んだ。二人の墓
は善念寺に残る。
　この話は、謡曲（能）『放下僧』になり室町時
代から江戸時代に全国に知られた。現在は「放下
僧館跡」（市指定史跡）として残り、『曽我物語』
などとともに仇討物語として伝わる。

【那須烏山に残された伝承文芸 ②殺生石】
　延歴₂（783）年、奥州征伐の勅命を受けた坂上
田村麻呂が寿亀山に宿す。夢に千手観音が現れ「山
城国音羽山から汝を守護してきた。即、賊を討て。」
と告げる。田村麻呂は奥州を平定し寿亀山に千手
観音を安置、人々は田村堂と崇めた。
　仁安₃（1168）年、稲積城主那須資

すけふさ

房が城の鬼門
の地（下境）に寺を造営、寿亀山から千手観音を
遷
うつ

し田村寺とした。延文₅（1360）年、那須資
すけよ

世が
観音に詣でると、白髪の老人が「高僧が明日ここ
に来る。菩

ぼだい

提を求めよ。」と告げて消える。
　高僧は源

げんのうぜんし

翁禅師であった。資世は、寺に迎えよ
うとするが、源翁禅師は辞退する。ところが、山
川が鳴動し山中より泉が湧き出す。田村寺は泉渓
寺と改名され、近郷近在の信仰を集めた。
　元中₂（1385）年、源翁和尚は那須岳の殺生石に
籠
こも

る白
はくめんきんもうきゅうびのきつね

面金毛九尾の狐の霊を調伏、持参の杖
つえ

で岩
を打つと三つの火の玉となって飛び散り、一つが
下境の解

とげし

石神社の奥宮となった。
　 功 績 は 後 小 松
天 皇 に 聞 こ え

「大
だいじゃくいんほうおうぜんじ

寂院法王禅師」
の勅

ちょくごう

号を賜
たまわ

り勅
ちょくがん

願
所
じょ

として五峰山大
寂院泉渓寺と称し
た。（『泉渓寺縁起』
より）
　那須烏山の殺生
石伝説は、那須町
湯本の殺生石伝説
と異なり、古代の

放下僧館跡（大里）

解石神社奥の院（下境）

なすからの伝承文芸5
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東山道駅路や中世の那須氏の歴史を強調してい
る。実在した源翁和尚の高僧ぶりを語るのは、禅
宗を庇

ひご

護した武士の宗教意識や戦国時代から室町
時代の烏山が全国で重視されていたことも意味し
ている。

【那須烏山に残された伝承文芸 ③蛇姫様】
　烏山小町と言われたひのき屋の一人娘すがは、
大久保家三万石の琴姫様に仕えていた。家老の佐
伯左衛門は、城主の留守に密貿易で私腹を肥やそ
うとしていたが、江戸幕府の隠

おんみつ

密も動き出し本家
（小田原）でも梶原一刀斎に実態を探索させる。
　ある夜、琴姫はひのき屋で待つ一刀斎に大切な
密書を渡すようすがに託す。家老の佐伯は、自分
の悪事を隠すため琴姫の身辺を見張らせていた。
佐伯の息子源之助に切りつけられたすがは密書を
必死に守る。すがの手から密書を奪い取ろうとし
た源之助の腕に、どこからか現れた黒蛇が噛みつ
く。激痛に密書を落とす源之助。まもなくすがも
息絶えて、密書は佐伯一派の手に渡ってしまう。
　城中の琴姫は、不安の内に床に就く。その夢に
血まみれのすがの姿。はっと起き上がる琴姫を
じっと見守る黒蛇。その後、佐伯一派の悪だくみ
は琴姫自身にも及ぶが、常に黒蛇が現れて琴姫を
救う。琴姫は蛇姫様と呼ばれ、黒蛇は烏

からすへび

蛇と佐伯
一派が恐れた。すがの化身である烏蛇に守られ、
梶原一刀斎、すがの兄千太郎、千太郎を慕う旅芸
人のお島と一座の協力もあり、琴姫は佐伯左衛門
の悪事を暴く。（映画化された『蛇姫様』のあらすじ）

　原作は、悪徳家老の酒乱息子に伯父を殺された
千太郎を主人公にした仇討物語に烏山城のお家騒
動をからめた、戯曲作家川口松太郎の時代小説（昭
和14年10月から15年7月まで、東京日日新聞連載）
である。第二次世界大戦後、「お島千太郎」物と
して映画や演劇になったり、流行歌「蛇姫様」（唄
美空ひばり 作詞石本美由起　作曲古賀政男　昭
和40年［1965］）になったりと、烏山は現代にお
いても全国に知られた。
　原作者の川口松太郎は、明治32年（1899）東京市
浅草今戸町生まれ。洋服屋や警察署の給仕などを
経て、大正₄年（1915）の夏から約一年間祖母井郵

便局（芳賀町）の通信技師として勤務。同年久保
田万太郎（小説家・劇作家・俳人）に師事し小山
内薫門下となる。
　大正12（1923）年の関東大震災で大阪に避難。直
木三十五と共に大衆向け雑誌『苦楽』編集。大正
15年（1926）帰京、小説や戯曲を書く。
　『愛染かつら』（昭和13年、田中絹代・上原謙主
演で映画化。流行歌にもなり人気を博す）。昭和
21年（1947）大映の製作担当専務。昭和35年（1960）
同取締役。毎日演劇賞（1959）・菊池寛賞（1963）・
吉川英治文学賞（1969）など、演劇・大衆文学に寄
与。昭和48年（1973）文化功労賞授与。昭和60年

（1985）没。
　『蛇姫様』は、川口松太郎が芳賀町時代に見聞
した、なすから地域の伝承文芸を生かして小説に
したと言えよう。龍門の滝に伝わる民話も素材と
して生かされている。小説家たちが、地域の伝承
文芸を創作に生かしていた時代があった。

【なすから地域の文化誌を語る伝承文芸】
　古代東山道駅路が通っていた南那須地区には、
長者が平伝説・桜観音伝説が、中世那須氏の拠点
とされた烏山地区には、八溝山の岩嶽丸退治に結
びついた蜂の恩返し伝説や佐竹氏と那須氏の相克
を語る伝承文芸が残る。
　他にも、藤冠森（巨木伝説）や大桶の溜池伝説、
あるいは、師走八日に結びつけて語る千本騒動や
師走朔日の川浸りを語る民話など、年中行事から
生まれた伝承文芸も残る。
　那須烏山市の自然景観や歴史・文化風土が、口
承・書承相渡る豊かな伝承文芸を生み育んできた。
参考文献：那須烏山市観光協会. 2017.『那須烏山の民話』.

龍門の滝（滝）
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【漁労文化を生み出した那珂川の流れ】
　那珂川は、栃木県と福島県境に連なる那須連山
に水源域を持ち、那須扇状地から八溝山地の西
麓、さらに八溝山地を横切って茨城県で太平洋
に注ぐ全長150km、栃木県内だけでも余笹川、箒
川、武茂川、荒川などの支流を持つ流域面積は
約3,270k㎡の河川である。
　那珂川では、アユ、サケ、ウナギ、アイソ（和
名ウグイ）、マス（和名サクラマス）、サイ（和名
ニゴイ）、カニ（和名モクズカニ）を対象とした
漁が昔から盛んである。これらの漁は趣味とした
者ばかりでなく、現金収入源とする漁師も多い。
また、烏山や小川、黒羽などには、川魚専門の魚
屋や魚料理を取り扱う業者も多く、さらには漁舟
を作る舟大工や各種ヤスやサケを引っかける鉤

かぎ

を
作る鍛冶屋の存在も目立つ。那珂川には他の河川
には見られない独特の伝統的な漁労文化が息づ
く。
　こうした伝統的な漁労文化を促してきたのは、
何よりも栃木県内の那珂川では、50種あまりの魚
類が確認されているという魚種の豊富さであり絶
対量の多さである。そしてこれら魚種の豊富さ、
絶対量の多さを支えているのが、流域の豊かな山
林がもたらす那珂川の水量の季節的変化の少な
さ、水質の良さである。

【魚族別にみた主な漁法】
（1）アユの魚

うおぜきりょう

堰漁 
　アユは、日本を代表する川魚であり、那珂川は
つとにアユの生息する川として知られる。₂～₃
月頃より那珂川を遡

そじょう

上し始め、川底の石に生育す
る珪

けいそうるい

藻類・らん藻類を主な食べ物として成長し、
９月下旬頃から産卵のために川を下る。
　魚堰漁は、産卵のために川を下るアユを捕える
もので縄張りともいう。漁の時期は、秋彼岸過
ぎから11月中旬頃である。川の中に１間（180cm）
から９尺（270cm）間隔で杭を打ち、その杭に荒
縄を張り、下部に笹の葉を丸めて沈める。下って

きたアユがこの縄張りに驚いて川岸に集まったと
ころを堰の下流側から投網でとらえる。魚堰漁は、
何人かが仲間を組み、堰の設置は仲間全員で行い、
網を打つ場所は毎日交替する。

（2）アイソの瀬
せがわりょう

川漁 
　アイソとはウグイのことである。生息範囲が広
く、那珂川下流から上流まで広い範囲に渡って見
られる。アユやサケ、サクラマスのように季節的
に海と川を移動することがない。繁殖力が高く生
息数が多く、那珂川では最も一般的な魚である。
　瀬川漁は、アイソが春先瀬に群集し産卵する習
性を利用したもので、人工的に産卵場となる瀬を
作り、そこに産卵のために群がるアイソを投網で
捕えるもので瀬付き漁ともいう。単独で行う場合
が多い。この漁は、瀬の作り具合次第で、良好な
瀬の場合、設置すると翌日にはアイソがつくとい
う。

（3）サケの火
ひぶ

振り漁
りょう

　サケは、10月頃～12月頃に産卵し、約50日ほど
で稚魚となり春先に海に下る。４年後、親サケに
成長し再び生まれた川に戻り産卵。那珂川は、本
州の太平洋側では、サケが遡

さかのぼ

る川として知られる。

那須烏山市野上

那珂川町久那瀬

那珂川の漁労1
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　サケの火振り漁は、夜間、動きが鈍くなったサ
ケを船の舳先に取り付けた照明で川面を照らして
探し出し大型のヤスで突く方法である。現在は
バッテリーの電気を使用するが、古くは鉄製の籠
に入れた薪を燃やしその明かりを利用したもので
籠が振れることから火振りの名がついた。サケの
火振り漁は、同じ那珂川でも茨城県側は禁漁であ
り、栃木県ならではのサケ漁である。

（4）ウナギ筌
うけりょう

漁
　ウナギは、海で生まれ春から初夏の夜間に川を
遡り、成熟した親ウナギは秋に川を下り熱帯の太
平洋の深海で産卵する。夜行性で昼間は大きな石
の隙間や土穴、泥の中に潜み夜に泳ぎ回り貝類、
水生昆虫、小魚、カニやエビなどを食べる。肉質
が美味で、多くかば焼きにされ川魚の中では最も
喜ばれる。
　漁の時期は、アユ漁の時期と同じで初夏～秋で
あるが、那珂川では烏山の山あげ、月遅れの盆の
頃が最盛期となる。
　漁の方法は、カエリが二つついた独特の筌

うけ

で捕
える。川漁師の場合、舟に30本から50本ほどの筌
を積み込み、夜間仕掛け翌朝引き上げる。餌とし
ミミズを用いる場合が多いが、小型のアユを用い
る場合もある。

（5）カニ筌漁
　ここで言うカニとはモクズカニのことで、ハサ
ミのある脚に長い毛が生える。川に生息する最大
のカニである。カニは夏の終り頃から那珂川を遡
り、秋の終り頃から冬にかけてメス・オスとも産
卵のために海へ下る。
　漁の方法は、川岸に下流に向かってハの字型に
簀
す

を設置。その先端に篠竹で編んだ長さ約210cm
口の幅約150cmの直の大型の筌を仕掛け、夜間川
を下るカニをとらえるものである。

【川漁師の暮らし　青木泉氏の場合】
　青木氏は昭和４年生まれ。父の後を継ぎ茂木町
竹原の那珂川畔の家を拠点にし、平成20年81歳で
引退するまで漁師一筋に生きた那珂川筋きっての
漁師である。
　青木氏のおもな現金収入源は、春のアイソの瀬
川漁、夏から秋にかけてのアユの投網漁、同じ夏
から秋にかけてのウナギ筌漁である。道具はヤス
やサケ鉤以外ほとんど手作りであり、冬の漁が暇
な時に網や筌づくりに専念した。捕えた魚の販売
は、烏山の川魚店が買いに来ることもあったが、
４月の瀬川漁の時期はアイソの塩焼き、夏場はア
ユの塩焼きやウナギのかば焼きを求めた個人客が
多かったという。
　川漁師の青木氏は、漁にまつわる儀礼も欠かさ
なかった。１月₂日は仕事始めで、ニゴイをヤス
で突き神棚に供えた。₆月１日のアユ漁の解禁日
は、アユ漁の無事と豊漁を祈り、朝食に白米飯と
煮しめとお神酒をいただいた。₈月20日の水神様
には、那須烏山市川堀の水神様に漁の安全と豊漁
をお参りし、その日の晩は自宅で煮しめなど多少
のご馳走とお神酒をいただいたという。

那珂川町久那瀬 武茂川

那須烏山市野上

那須烏山市谷浅見
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【烏山和紙漉
す

きの由来・歴史】
　那須烏山の伝統産業および特産物と言えば和紙
漉
す

きと葉
はたばこ

煙草栽培である。ともに今は昔ほどの生
産力はないが、紙漉きは江戸時代から第二次世界
大戦前、葉煙草にあっては江戸時代から昭和40年
頃まで那須烏山の経済を支えた。
　烏山で和紙漉きが始まったのは、建保年間（1213
～1219）に那須十郎が向田村で越前（福井県）よ
り奉書紙（楮を原料とした厚手の紙）を漉く者を
雇い入れ那須奉書を漉いたのが始まりとされる。
しかしこれは言い伝えであり、このことを伝える
明確な資料はない。
　このように烏山和紙の由来については不確かで
あるが、室町地代後期には紙漉きが行われていた
ようである。というのも江戸時代初期寛永15年

（1638）、俳諧師松井重頼が著した『毛吹草』とい
う本に、下野国の特産物として「那須大方紙」等
が記されているからである。

【烏山和紙の隆盛と江戸商人の活躍】
　さて、『毛吹草』に烏山和紙が記されていたが、
著者の松井重頼が烏山和紙を知っていたからであ
り、それだけ烏山和紙が江戸市中において知られ
ていたからである。それは当時烏山地方で和紙漉
きが盛んに行われ、大消費地江戸で烏山和紙が流
通していたということでもある。
　17世紀後半、烏山藩は楮

こうぞ

の本数により年貢を、
紙漉き人や紙舟（漉槽）ならびに楮およびその売
買にかかわる者に運

うんじょうきん

上金という税を課し、銭か現
物の紙を納入させていた。また、興野村の『萬留
書覚帳』には延宝８年（1680）に紙舟（槽）役（江
戸時代、紙舟の数に応じて課した税）の改定があ
り、紙舟役が１人あたり350文と改められたとあ
る。盛んになりつつあった紙漉きに対し、藩は税
金を課し、あるいは値上げをして藩の税収にあて
ていたのである。
　一方、興野村の先の延宝８年（1680）の記録には、
興野村には業者28人、紙舟台数25艘

そう

とある。また、

元禄16年（1703）、『酒
さかぬしむら

主村諸色指出帳』によれば
酒主村（江戸時代、烏山の町人が住む町を酒主村
といった。）には、江戸紙商人問屋をはじめ紙商人、
紙売買宿等の紙漉きに関わる者が28人住んでいた
と記されている。
　ともあれ、江戸時代、烏山藩領内では製紙に関
わる者が多く特に烏山、向田村および那珂川東の
興野村、大木須村、下境村、上境村、野上村、向
田村等八溝山間地の村が多かった。
　ところで烏山藩内の紙漉きは、農民による農閑
期の副業として行われた。一方、紙の売買には、
烏山城下の商人や江戸の紙問屋や商人が活躍し
た。中でも江戸の紙問屋や商人の活躍が目覚まし
く、貞享２年（1685）、江戸の紙商人が滝太平寺に
石段を寄進。明和５年（1768）、江戸紙仲間４人が
宮原八幡宮へ石灯籠を寄進したこと等は、江戸商
人の活躍を今に伝えるものである。

【明治期以降の紙の生産と衰退】
　江戸時代、烏山近辺で盛んに和紙が生産された
主な理由は、紙の大消費地である江戸に近いこと、
山間地にあり葉煙草栽培などを除くと農業が不振
で現金収入を特産物の生産に頼らざるを得なかっ
たことなどがある。
　ところが明治時期に入ると、幕末から続いた和
紙生産の隆盛を良いことに紙の粗製乱造の傾向が

江戸紙商人が寄進した宮原八幡宮境内の石灯籠

烏山和紙漉
す

き2
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見られ販売不振に陥った。一方、欧米からの木材
パルプを原料として機械で漉くいわゆる西洋紙が
導入されると烏山和紙生産は、次第に衰退に向
かった。こうした烏山和紙生産衰退に対し、栃木
県は和紙生産奨励のため、向田村の樋山民弥、県
会議員の塚田峯三郎を岐阜県や高知県へ派遣、あ
るいは高知県から製紙家を講師として招き技術指
導を行い、さらには有力者等が製紙伝習所を設
立するなど対策がとられたが効果は上がらなかっ
た。それでも明治38年頃には烏山地内（当時の烏
山町、境村、七合村）だけでも原料売買業者29軒、
製紙売買業者33軒、製造業者（紙漉き農家）367軒
を数えた。それが大正12年（1923）には製造業者が
半減した。そして昭和35年（1960）には和紙製業者
は福田製紙所のみ１軒となり現在に続く。

【烏山和紙を代表する程村紙】
　烏山和紙を代表する紙に程村紙がある。昭和52
年（1977）年、国の記録作成を講ずべき無形文化財
に選択された。選択理由は那須楮を原料とし、半
流しと称する独自の漉き方で漉かれた紙で、強靭
であるとともに品格のある美しさを保持してお
り、より厚く緻

ちみつ

密な紙肌をもった独自の特色を発
揮しているからという。
　程村の名は、那須烏山市境字程村（現在字名は
卯の木）で初めて漉かれたことによる。程村紙の
用途は厚さによって異なる。最も厚いものは薬種
袋に用いられ、薄くなるに従い藩主が使う御用紙
や藩の役所の公用紙、さらには呉服反物包装紙、
菜種袋、大福帳用紙や傘用紙に用いられた。変わっ
たところでは、明治34年から大正14年にかけて用
いられた衆議院選挙投票用紙がある。
　衆議院選挙投票用紙に用いられ活気を呈した程
村紙生産ではあったが、改良紙漉き法の普及によ
り、厚手で半溜漉き法による程村紙の生産は次第
に衰退した。現在、福田製紙所で卒業証書や木版
画用紙、あるいは押絵等の用紙として程村紙の生
産が受け継がれている。

【下境における紙漉き】
　烏山和紙の一大生産地あった下境における昭和
初期頃の紙漉きについて述べたい。
　烏山和紙の主たる原料は楮であり、補助材とし
てトロロアオイがある。楮は冬季に刈り取り、長
さ３尺（約90cm）に裁断したものを、蒸し器に入
れ蒸してから皮を剥ぎとり、さらに表面の黒皮を
小刀等で取り除いたものを用いる。トロロアオイ
は、つぶした根からにじみ出る汁をネリとし用い
るものである。
　紙漉きは、まず、楮を釜で煮て繊維を柔らかく
する。次に塵取りと言い、繊維についた塵

ちり

や傷を
取る。その後、紙打ちと言い、台の上に塵を取り
除いた楮を置き、棒でよく叩き繊維をほぐす。こ
れを漉き槽に入れ水を加え、さらにネリを入れて
よくかき混ぜる。かき混ぜたところを簾

す

を取り付
けた桁

けた

ですくい取り、それを板の上に並べ圧縮し
水気を取り除く。水気が取り除かれたものを１枚
ずつ紙干し板に張り付け天日で乾燥させると出来
上がる。
　なお、福田製紙所は、もと薪

しんたん

炭業ならびに烏山
和紙の販売業を営んでいたが、紙漉き農家が激減
したことにより自ら紙漉きを営み、販売するよう
になった家である。

福田製紙所福田長弘氏による程村紙の紙漉き
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　栃木県産の石材としては、大谷石がよく知られ
ている。浮

ふせき

石質ガラスや斜長石、石英を主体とし
た軽石質凝

ぎょうかいがん

灰岩である。日本地質学会が、2016年
に各都道府県を代表する石（岩石、鉱物、化石の
₃種）を「県の石」として選定した際に、栃木県
の石（岩石）として大谷石が指定された。大谷石は、
東北日本の大半が海中にあった新生代新第三紀中
新世の中期に、火山から噴

ふんしゅつ

出された火山灰や軽石
などからなる堆

たいせきがん

積岩である。
　栃木県内には大谷石のほかにも中新世の地層か
ら産出する石材が多数あり、それぞれ産地の名を
取って長岡石、徳次郎石、深岩石、岩舟石、茂木
石などと呼ばれている。
　なすから地域にも、中新世の地層から産出する
凝灰岩を石材として採掘していた痕

こんせき

跡がみられ
る。中山地区の中山石、熊田地区の井上石、月次
地区の月次石などである。これらは大谷石と同様
に、軽くて軟らかいため加工しやすく、耐火性・
防湿性に優れた石材である。

　なすから地域には中新世前期の中川層群と中新
世中期～後期の荒川層群が分布する。中川層群
は中新世前期の火山岩類を主体とした陸成層で、
元
もとこざわそう

古沢層、山
やまのうちそう

内層、茂木層から構成される。荒川
層群は海進から海退までの一連の堆積物からなる
海成層で、凝灰岩と砂岩を主体とする小塙層、泥
岩を主体とする大金層、珪

けいそうしつでいがん

藻質泥岩を主体とする
田野倉層、砂岩を主体とする入江野層からなる。

　なすから地域で石材としてよく利用されていた
のは、荒川層群小塙層の凝灰岩である。共に小規
模露出であり、また手堀作業であったため、生産
量は多くなかった。石材は主に近隣で竈

かまど

や礎
そせき

石、
外壁などに利用された。ガスや電気の普及により
竈が減ったこと、機械掘りを早くから導入した大
谷石の流通が増えたことなどから、なすから地域
の石材採掘は昭和30年代に姿を消した。

【中山石】
　那須烏山市中山地区周辺に分布する小塙層下部
の細粒の軽石凝灰岩である。
　那須烏山市中山の星宮神社および松山工業の敷
地などに、やや黄色味がかった灰白色の軽石凝灰
岩が露出する。松山工業敷地内には坑

こうどう

道跡が残っ
ている。坑道は、その側方や下方は埋め戻されて
いるが、幅約₈ｍ、高さ約₃mの坑道入口は現存
している。ここでは、太平洋戦争終戦後から昭和
30年頃まで、採石を行っていた。星宮神社の社殿
はかつて丘陵地の上部にあったが、採石に伴い現
在の場所に下した。

　昭和26～27年に採石に携わっていた大山賢一氏
（栃木県立烏山高等学校第20代校長）からの聞き
取り調査を以下に示す。当初は日給50円（この頃
はラーメン₁杯20円）の雑用係として、資材準備

石材採石跡地
北から中山石、井上石、月次石の採石跡地

星宮神社と中山石の地層
　中山石の採石跡に社殿が設けられた。社殿の
裏の白い崖が中山石の地層。

なすからの石材3
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や採掘道具の焼き入れのためのふいご操作などを
毎朝行った。採掘で用いるツルハシの摩

まもう

耗は激し
く、毎朝、焼き入れで先端を鋭く敲

たた

き直していた。
完全に消耗した際には、鋼

はがね

を取り付けてもらうた
め、自転車で旧湯津上村光丸の鍛

かじや

冶屋に行った。
その後は出来高払いの採石の常用請

うけおい

負となり、平
均して日給200円程度稼

かせ

いだ。中山石は、主に竈
の石材として近隣で用いられたほか、灰屋やタバ
コの葉の乾燥小屋、納屋の礎石などで用いられた。

終戦後、東京の仲
買人が東京都江東
区の倉庫の建材と
し て 利 用 す る た
め、中山地区在住
の石山の親方に、
中山石の採石を依
頼した。採石は親
方以外に常用請負
₃名程度による手
掘りであった。採

石現場はいずれも北側の山体で、坑
こうどう

道入口は南に
あったので、坑内の明り取りは自然光だけで十分
であった。坑内は上部からも下部からも水が湧き
出すため、ポンプでくみ上げ、竹を組んだ水路で
排水していた。時折、直径50～100cm程度の球状
の固い石（これを“ガラス玉”と呼んでいた）に
あたることもあった。その際は、親方と請負総出
で除去作業を行った。除去されたガラス玉のいく
つかが、松山工業の植え込みに残っている。石材
としては₆寸×10寸サイズの注文が多かった。掘
り出し後の成形で失敗したものは₅寸×10寸に回
すこともあった。採石作業は、成形を考慮し受注
したサイズの厚み（₅寸または₆寸）よりも厚め
に幅数cmの溝を縦横に刻んだ。溝ができたら石
をはぎ取るために、底面に₅～₆か所くさびを入
れる。これを徐々に打ち込んではぎ取っていく。
ツルハシは両端が鋭くなっているが、細い溝を刻

きざ

んでいくため摩耗は早く、毎日の焼き入れは不可
欠であった。

【井上石】
　那須烏山市熊田の井上地区に分布する小塙層上
部の軽石質凝灰岩である。中山石に比べ粗

そりゅう

粒で、
砂混じりでもある。
　昭和30年頃まで、同じ熊田地区にあった石材店
が採石を行っていた。近隣の民家で竈や物置小屋
などの礎石や外壁などに利用していた。

【月次石】
　那須烏山市月次を流れる江川より東方の丘陵部
に分布する小塙層上部の軽石質凝灰岩である。井
上石もこの丘陵部にあり、ほぼ同じ地層である。
井上石と月次石は採石場所が違うだけで、同じ石
である。

【田野倉の七輪】
　荒川層群の田野倉層は、植物性プランクトンの
珪藻の殻が海底に降り積もってできた珪藻質泥岩
を主体とする。珪藻質泥岩は濡れると緑色、乾く
と白色を呈する。きめが細かく、とても軽い岩石
である。かつては、この田野倉層の珪藻質泥岩で
七
しちりん

輪を作っていた。

中⼭⽯で造られた⽯蔵

井上⽯の採掘跡

井上⽯を⽤いた納屋
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　那珂川や荒川沿いなどの低地では、稲作が盛ん
に行われている。川から離れた平地でも、これら
の河川からポンプでくみ上げた水や、丘陵から湧
き出る水を水田に利用している。水田開発のため
に、河川の流路を人工的に変更する「川

かわまわ

廻し」や、
地下に隧

ずいどう

道を掘
くっさく

削し水路を作るなどされてきた。
　那珂川以西の丘陵は水の通りがよい砂

されきそう

礫層が主
体で、かつては葉タバコの栽培が盛んであった。
現在は、リンゴやナシ、ブドウなどの果樹栽培が
盛んである。八溝地域の山間部は平地が狭

きょうしょう

小で、
保水も困難なため、主にそばや小麦などの畑作を
中心に行ってきた。

【棚田】
　なすから地域の丘陵や山地には、谷

やつ

津地形が多
くみられる。低地に向かって扇状に広がるように
浸食された地形である。山体に蓄えられた水は、
この谷津に集まり、谷津の中を通る沢を流れ下る。
谷津の中では農業用の貯水池を作ったり、階段状
の田んぼである棚

たなだ

田を作ったりしている。
　棚田は国土の狭い日本では、農山村の原風景と
もいわれる。1999年に農林水産省が「日本の棚田
百選」を選定した。栃木県では「国見の棚田」と、
茂木町「石畑の棚田」が選定された。
　国見の棚田は耕して天に至ると詠われている。

　悠久の歴史を経た棚田は、そこに住む人のたゆ
まぬ努力によって維持されてきたが、高齢化や後
継者不足などから、50枚ほどあった棚田の多くは
荒れてしまっている。近年、市内の有機農家「帰
農志塾」が中心となり、棚田が復活されつつある。

【中山かぼちゃ】
　那須烏山市中山地区では、ブランド化した「中
山かぼちゃ」が栽培されている。50年以上前から
農家が、自家消費用に作っていたかぼちゃが由来
とされている。栽培が難しく、収穫期間も短いこ
とから流通量は少ない。皮が薄く、果肉は濃いオ
レンジ色できめ細かく、さつまいものようなほく
ほくとした食感が特徴である。
　品質を維持するために種子はJAなす南管内で
管理をしている。かぼちゃに貼られた生産者の顔
写真入りのシールは、自信の表れである。

【国見みかん】
　那須烏山市国見地区では、約50年前からみかん
栽培を行っている。現在、４軒のみかん園がある

荒川の川廻し（三箇）
　稲作のために、河川の流路を変えた。青は現在の
河
かどう

道。赤はかつての河道で、段
だんきゅうがい

丘崖がそびえる。
（国土地理院 CKT20151 を改変）

なすからの農業4
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が、いずれも規模は小さく、みかん狩りをメイン
とした観光みかん園である。みかん自体は流通さ
れていないが、東京の酒造会社により、完熟した
果皮を用いて、その香りと自然の色合いを抽

ちゅうしゅつ

出し
たリキュール酒が醸

じょうぞう

造されている。日本最北限の
みかん産地といわれる。
　みかん栽培には、温暖な気候と水はけのよい土
地が必要である。国見地区のみかん園は、北から
南に向かう谷津地形の中にある。南方に開いたこ
の土地は日当たりがとても良い。みかんの木は斜
面に植えられているので、₁本₁本によく日が当
たる。北側の山体は北風を防ぎ、東西の山体と合
わせて、温まった空気を逃さない。なすから地域
で最も温暖な地域となっている。傾斜の強い谷津
地形であるので、水はけもよい場所である。
　八溝観光みかん園には、那須烏山市指定天然記
念物のユコウの木もある。ユコウとは、ユズとダ
イダイの自然交雑種である。推定樹齢250年、樹
高₆ｍの古木である。

【八溝そば】
　農家では､ 冠婚葬祭の時に自宅でそばやうどん
を打ち、近隣にふるまう習慣があった。豊かな清
流の水と、水はけのよい大地ではそばや小麦など
が栽培されてきた。石臼のほか、河川や水路に設
けられた水車にかけて粉をひいていた。
　八溝地域では、在来種のそばの栽培が盛んであ
る。八溝山系の豊かな水資源と、山間地域による
寒暖の差により香り高く、甘みも感じる質の高い
そばである。那須烏山市では「八溝そば」として
商標登録している。

　八溝地域の₁市₃町（那須烏山市・那珂川町・
市貝町・茂木町）は、八溝そばの振興を目的とし
た「八溝そば街道推進協議会」を設立している。

【果樹園】
　那珂川以西の丘陵地の多くは、水の通りがよい
砂礫層を主体としている。丘陵頂部は概

おおむ

ね平坦だ
が、水はけがよく野菜栽培に適さない。平坦な頂
部や緩い傾斜地を利用して、リンゴやナシ、ブド
ウ、ブルーベリー、梅などの果樹を栽培している。

丘陵平頂部から斜地にかけての果樹園（中⼭）

丘陵斜地の果樹園（福岡）
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（1）「ジオパーク（Geopark）」ってなに?
　Geoparkは、大地を意味する「Geo」と公園を
意味する「park」を組み合わせてできた造語で、
大地（地質・地形）から地球の過去を知り、未来
を考えて、活動する（行動する）場所である。今、
見ている風景や人の営みは、地球が誕生してから
約46億年でつくられたもの。例えば、山や川や滝
を見て、その成り立ちと仕組みに気づく（知る）と、
今までなんとも思っていなかった景色が違って見
えてくるはず。また、その景色が、何千万年、何
億年という途方もない年月をかけてつくられてき
たことを知れば、私たちの暮らしは、地球の活動
なしには存在しえないことがわかる。
　「ジオパークで何をするか」をザックリ₃つの
キーワードで語ると、「知る」「考える」「行動する」
になる。（JGNのHPより一部修正）

　「ジオパークの目的」にもふれる。また３つの
キーワードにすると、「保全」「教育」「持続可能
な開発」である。「持続可能な開発」の中には、「観
光」がある。ジオパークの見所を「ジオサイト」
というが、ジオサイトを訪れる「ジオツーリズム」
を通して、地域が新たな収入源を生み出し、地域
が自立的にそして持続的に保全や教育ができるよ
うにする一連の仕組みである。ジオパークは、ダ
イナミックな地球の活動がよくわかる地質や景観
が、大切に守られ、教育や持続可能な開発に活用
されている地域のことであるともいえるのであ
る。（日本のジオパーク活動リーフレットより）

　「ジオパークの守るべき対象」も₃つのキーワー
ドにすると、それは「ジオ」「エコ」「ヒト」に集
約される。地球上あらゆるモノは、すべて地球か
ら生まれた地球のカケラともいえる。そのカケラ
を３つにわけると、「ジオ」「エコ」「ヒト」にな
る。「ジオ」は大地のものを中心に地層や地形や
化石を対象とし、「エコ」は主にその上で生活す
る動植物や生態である。そして「ヒト」は人の歴史・
文化・産業遺産を対象とした。（右上図参照）

（2）日本のジオパーク と
世界ユネスコジオパーク について

　2022年₈月31日現在、日本には、46地域の「日
本ジオパーク」があり、その中で₉地域のジオパー
クが「世界ユネスコジオパーク」に認定されてい
る（詳細はJGNのHPを参照）。
　近隣のジオパークを紹介する。茨城県では筑波
山地域、群馬県が下仁田と浅間山北麓、埼玉県が
秩父、福島県が磐梯山、千葉県では銚子、東京都
で伊豆大島、神奈川県で箱根がある。お気づきで
あろうか、本県にはまだジオパークがない。ちな
みに本市と同じように「ジオパークを目指す地域」
10地域も紹介する。古関東深海盆、蔵王、飛騨山
脈、北九州、東三河、三好、飛騨小坂、上川中部、
喜界島、そして那須烏山である。

（3）『那須烏山ジオパーク構想』
　～北関東の大地の生い立ちが学べる場所～

をジオ・エコ・ヒトで紹介
【ジオ】・・大地（地層）・地形と化石
　北関東は、ご存じ群馬・栃木・茨城三県。地球
的に言えばご近所さんである。大地をつくってい
る地層にもつながりがある。真ん中の栃木県そし
て那須烏山市には、多くの露頭（地層が見える場
所）があり、直接観察して、その積み重ねを連続
的に観察することができる
貴重な場所が残っている。（詳

細は、那須烏山ジオパーク構想の

パンフレット参照）

　2023年現在、クジラやアシ
カのなかま、貝などの化石が

ジオパークの対象と活動（JGNのHPを一部修正）

セイウチ化石記事

那須烏山ジオパーク構想Ⅵ
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たくさん見つかっている。栃木県は「海なし県」
であり、当然那須烏山市にもない。
　しかし、この
事実皆さんなら
どう考える?
　1979年「オオ
ガネクジラ（通
称）」が発見さ
れた。約1200万
年前のクジラの体の多くの部分が化石となって
残っていた。とてつもなく長い時間を超えて、私
たちが生きているこの時代にその存在を見せてく
れたことは奇跡である。現在その半分を栃木県立
博物館が所有、常設展示を行っている。
　ところで、「レッドデータブック」って、ご存
知であろうか。詳細は割愛するが、栃木県でも「絶
滅のおそれのある動植物や後世に残したい地形地
質」を広く知っていただくため、刊行している。
那須烏山市内の地形地質から代表的なものを、ま
た次の【エコ】で動植物を紹介する。
　地形地質では、川がつくったものが特徴的であ
る。わかりやすいのが、「龍門の滝」であるが、
これは当面は大きな変化はない。しかし、確実に
毎日の風化・侵食により変化していることは事実
である。
　次に変わったものでは、川の蛇行である。川が
蛇のように曲がって流れているもので、特に那須
烏山のものは「穿

せんにゅうだこう

入蛇行」とよばれている。荒川
や那珂川で見られる。

【エコ】・・動植物や生態
　植物からは、2006年に新種として発表された「シ

モツケコウホネ」である。生息しているのは日本
で、日光市と那須烏山市、そしてさくら市と真岡
市の₄地域のみ
である。個体数
で言うならば、
那須烏山の個体
数は、佐渡の「ト
キ」よりも少な
い18個体である
と発表されてい
る。他にも国見
地区には、ミカ
ン栽培の北限と
い わ れ て い る

「国見のみかん」
や最終氷期の生き残りだと考えられている「株立
ちのブナ」がある。また、市内各地に残る「ホタ
ルの生息地」や那珂川の鮎とその漁法である「や
な」も守るべき貴重なものである。

【ヒト】・・遺跡や城、お祭りや産業
　那須烏山市には、たくさんの遺跡がある。ここ
では代表例をひとつだけ紹介する。

【古墳時代の横穴墓】
　那須烏山市には、たくさんの横穴墓がある。穴
のまわりの地層をよく見ると、どの穴も似ている
地層である。那須烏山が海だった時代にできたそ
の地層は、比較的柔らかく、崩れにくいという特
徴がある。古墳時代の人々はその地層の特徴を
知っていたのであろう。

（4）那須烏山ジオパーク構想のこれから・・
　栃木県で最初のジオパークを目指そうと、先頭
を走ってきた。しかし、コロナ時代を経験し、そ
の活動も分岐点にさしかかっている。2023年は、
栃木県や八溝地域そして那須烏山市において、大
きな転換点になるのではないだろうか。
　今後、最も発展的で希望に満ちた道を選択して
いければという思いである。それは、単独ではな
い「広域ジオパーク」の実現に他ならない。荒川の蛇行のようす（岩子上空より）

下川井のシモツケコウホネ

オオガネクジラ発掘のようす
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